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行田の歴史と文化を感じるまち並みづくり・・・・・・ P.6
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　本市は、古代ロマンあふれる埼玉古墳群や古代蓮の里、忍城址や石田堤、近代の繁栄を伝える足袋
蔵など、幾多の時代にも及ぶ全国に誇るべき史跡や観光資源を有する歴史遺産の宝庫です。また、中
心市街地には、忍藩十万石の城下町であったことをしのばせる当時の町割りや通りの形状が現在でも
色濃く残り、足袋産業で繁栄していたことを象徴する歴史的建築物が現存しています。こうした景観は、
行田ならではのまち並みを形成する上で、重要な要素となっています。
　ふるさとづくり事業では、先代から築き上げられた行田の歴史と文化を感じるまち並みづくりを行
うことで、まちの魅力を高めるとともに、まちのにぎわいの創出と活性化を図ることを目的として実
施しています。

2014.5 市報 ぎょうだ

ふるさとづくり事業

補助対象要件

　ふるさとづくり事業とは、「足袋蔵等歴史的建築物改修・活用事業」「行田らしいまち並みづくり事業」「おもてなし・
にぎわい創出事業」の3つの事業の総称です。
　本事業では、行田市駅周辺の歴史的建築物が集積する行田地区およびその周辺で、行田ならではのまち並み景観の
創出や歴史的建築物の改修などに対し、事業内容を審査した上で補助します。

▶エリアの要件　行田地区およびその周辺であること
▶施工業者の要件　市内業者の施工であること
▶そ の 他　市税などの滞納がないこと

　Ａ  足袋蔵等歴史的建築物改修・活用事業
　足袋蔵などの歴史的建築物を歴史的価値が損なわれることなく改修し、その建物を活用して10年以上にわた
り公益性の高いソフト事業を実施する事業に補助します。

●改修事例

●活用事例

▶対 象　市内に活動の拠点を有する①ＮＰＯ法人
②市民活動団体③ボランティア団体④商業や農業な
どの関連団体
※②③④は法人格の有無は問いません。
※営利、政治または宗教活動を目的とした活動を
行っていないこと。

▶補 助 率　
　【ハード事業】建物の改修に関する経費の10分の
10以内
　【ソフト事業】建物を活用した文化振興事業などに
関する経費の2分の1以内(建物の改修に関する経
費の5分の1以内)
　※申請年度内に実施する事業に限ります。
▶補助限度額　2,000万円

　足袋蔵等歴史的建築物とは…建築後、50年以上経
過した工場、店蔵、店舗および事務所などの歴史的・
文化的価値を有する外観的特徴を備えた建築物

改修された足袋蔵

改修された建築物を活用したイベントの様子

まち並みづくり
行田の歴史と文化を感じる Ｂ  行田らしいまち並みづくり事業

　城下町や足袋のまちとしてにぎわった行田市をイメージさせる外観
に建物を改修したり、塀や看板などを設置・改修したりする事業に補
助します。

●改修事例

外観の改修

塀の改修 店舗の改修(他市の事例)

▶対 象　建物または施設の所
有者であること(個人や法人)
▶補 助 率
　【ハード事業】建物などの設置
および改修、施設の整備に関す
る経費の2分の1以内
▶補助限度額　50万円

外壁 ・しっくいや化粧板張
　りを基調とするもの

開口部

・建具は木製または和
　風サッシのもの
・窓に木製面格子を取
　り付けたものなど

建物の新築や外観の改修(例) 塀や看板などの
工作物の設置・改修(例)

塀・門 ・板塀やしっくい塀など

車庫 ・ 木製の板戸、格子戸
など

看板 ・ 和風のデザインの木
製看板など

※景観に調和するよう色彩は黒・茶系統を基調とします。

 Ｃ  おもてなし・にぎわい創出事業
　本市を訪れる観光客が、より快適に過ごすことのできる施設の整備
など、観光拠点への案内標示板の整備や、空き店舗などを活用して休憩・
授乳できる施設整備事業に補助します。

●設置事例

案内掲示板

▶対 象　建物または施設の所
有者であること(個人や法人)
▶補 助 率　
　【ハード事業】施設の整備に関
する経費の2分の1以内
▶補助限度額　40万円

ふるさとづくり事業の
補助を受けるためには
　ふるさとづくり事業の補助を
受けるためには、事前申請が必
要です。申請した事業は、ふる
さとづくり事業選定委員会によ
る審査を経て、補助の可否が決
定されます。
　昨年度は、「足袋蔵等歴史的
建築物改修・活用事業」1件、「行
田らしいまち並みづくり事業」
2件の補助を実施しました。ふ
るさとづくり事業の補助申請を
する場合は、事前に企画政策課
へご相談ください。
　私たちのふるさと「行田」がさ
らに魅力的なまちとなるよう、
皆さんからの提案をお待ちして
います。

▶問い合わせ　
　ふるさとづくり事業については、
企画政策課企画・改革担当(内線
311)

　寄附については、財政課財政担
当(内線326)

行田市ふるさとづくり
基金への寄附を募集し
ています
　ふるさとづくり事業は、「行田
市ふるさとづくり基金」を財源
として事業を実施しています。
　市では、市民や事業者の皆さ
んから基金への寄附を随時受け
付けています。寄附の手続きに
ついては、財政課で配布する申
出書(市ホームページからダウ
ンロード可)に必要事項を記入
の上、直接、郵送、ＦＡＸ、Ｅメー
ルのいずれかの方法で申し込み
ください。【直接・郵送】〒361
―8601 行田市本丸2―5　行
田市財政課【FAX】553―1355
【Eメール】zaisei@city.gyoda.
lg.jp
　まちの魅力を高め、にぎわい
を創出するためにも、同基金へ
の寄附をお願いします。
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　川の国埼玉 かわガールと歩こう

▶日 時　６月７日㈯午前８時45分開会
　※雨天決行、荒天中止
▶集合場所　産業文化会館南側芝生広場
▶コース概要　
・延長13キロメートル
・産業文化会館南側芝生広場～忍川～さきたま調節
池～古代蓮の里～さきたま古墳公園～水城公園～
忍城址
※忍川からさきたま調節池までの約5キロメートル
の区間は美化活動にご協力ください。
※都合によりコースが一部変更となる場合があります。
▶対 象　小学生～大人(小学生は保護者同伴)
▶参 加 費　無料（ごみ袋と手袋は受け付け時に配布）
▶主 催　埼玉県

▶共 催　行田市、埼玉県ウオーキング協会
▶そ の 他　「川の国埼玉 かわガール」が参加する他、
忍城おもてなし甲冑隊による演舞などさまざまな企
画を用意しています。また、行田市民大学同窓会
「水辺と森を楽しくする会」主催の「忍川に遊ぼう！
in行田」も開催します。
▶申し込み　市役所、各公民館で配布している申込用
紙(市ホームページからダウンロード可)に必要事項
を記入の上、5月27日㈫までに直接、ＦＡＸ、Ｅメー
ルのいずれかの方法で提出してください。

　【持参】行田市本丸２―５ 行田市企画政策課
　【ＦＡＸ】553―1355
　【Ｅメール】bika-walk@city.gyoda.lg.jp
▶問い合わせ　同課企画・改革担当(内線311)

　埼玉県と協働で推進している「川のまるごと再生プ
ロジェクト」では、忍川、酒巻導水路、さきたま調節
池の整備を予定しています。今回、忍川・さきたま調
節池の美化活動を行いながら古代蓮の里、さきたま古
墳公園などを巡るウオーキングイベントを開催します。

忍川美化ウォーキング

　
本
市
が
控
訴
し
た
「
下
水
道
使
用
料
納
入
通
知

処
分
取
消
等
請
求
控
訴
事
件
」
で
、
和
解
が
成
立

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
和
解
成
立
日
　
平
成
26
年
3
月
25
日

▼
和
解
内
容
　

　
・ 

過
料
処
分
を
取
り
消
し
、
相
手
方
に
還
付
加

算
金
を
加
え
て
過
料
を
還
付
す
る
。

　
・ 

下
水
道
使
用
料
納
入
通
知
処
分
の
金
額
を
2

分
の
1
に
変
更
処
分
し
、
相
手
方
に
そ
の
残

り
2
分
の
1
の
金
額
を
還
付
す
る
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
業
務
担
当
☎
５
６
４

―
０
３
０
３
（
前
谷
１
―
１
・
水
道
庁
舎
内
）

　
3
月
28
日
、「
秩
父
鉄
道
新
駅
（
持
田
―
熊
谷

駅
間
）
設
置
に
関
す
る
覚
書
」
を
本
市
、
熊
谷

市
、
秩
父
鉄
道
㈱
の
3
者
間
で
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
覚
書
は
、
昨
年
実
施
し
た
「
新
駅
設
置
に

関
す
る
調
査
業
務
報
告
書
」
を
踏
ま
え
、
平
成
29

年
3
月
を
め
ど
に
秩
父
鉄
道
の
持
田
駅
と
熊
谷
駅

の
間
に
新
駅
を
設
置
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
も
の

で
す
。
今
後
、
熊
谷
市
、
秩
父
鉄
道
㈱
と
連
携
・

協
力
し
て
、
新
駅
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
課
政
策
担
当
（
内
線

３
０
８
）

下
水
道
に
関
す
る
行
政
訴
訟
の

和
解
の
成
立
に
つ
い
て

新
駅
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
大
き
な
一
歩

　「臨時福祉給付金」
　「子育て世帯臨時特例給付金」の申請について

　消費税率の引き上げに伴う低所得者および子育て世帯に支給される「臨時福祉給付金」
「子育て世帯臨時特例給付金」の申請方法についてお知らせします。

臨時福祉給付金
申請書について
　６月下旬に、支給対象と思われる方に
給付金申請に関する書類を郵送します。

申請期間について
　申請書の受付期間は6月30日㈪から
平成27年1月5日㈪までです。詳細につ
いては、同封の「給付金制度案内チラシ」
をご覧ください。

申請書について
　７月上旬に、支給対象と思われる方に給付金
申請に関する書類を郵送します。

申請期間について
　申請書の受付期間は、７月14日㈪から平成
27年1月14日㈬までです。詳細については、
同封の「給付金制度案内チラシ」をご覧くださ
い。

申請に関する注意事項
・両給付金共に支給要件があります。申請を行っても支給対象とならない場合がありますので、ご注意く
ださい。

・両給付金共に支給対象となった場合、臨時福祉給付金が優先されます。６月下旬に届く臨時福祉給付金
申請書に必要事項を記入の上、手続きを行ってください。

・平成26年１月１日現在、本市に住民登録をしていない方は申請できませんので、1月1日に住んでい
た市区町村へ問い合わせください。また、受付期間以外の申請もできませんので、ご注意ください。

ご注意ください！
　「臨時福祉給付金」｢子育て世帯臨時特例給付金｣ の“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意
ください。また、自宅や職場などに市役所や厚生労働省の職員などをかたった電話がかかってきたり、
不審な郵便が届いた場合は、行田市役所や行田警察署、警察相談専用電話(「#９１１０」)へ連絡して
ください。

▶問い合わせ
　両給付金制度については、厚生労働省専用ダイヤル☎0570―037―192
　臨時福祉給付金の申請方法については、福祉課臨時福祉給付金担当(内線458)
　子育て世帯臨時特例給付金の申請方法については、子育て支援課子育て世帯臨時給付金担当(内線395)

行田
市は今年

市

制 施 行 65 周

年 　市では、市制施行65
周年を記念して、市民
が主体となって実施す

る事業を募り、このほど次の4つの提案を記
念事業に決定しました。
　また、市ではこれまでの歩みを振り返りな
がら、さらなる躍進に向けて、市民の皆さん
と共に祝う記念事業を実施します。ぜひご参
加ください。

　　市民提案記念事業　
　市民、団体などが主体となって実施する記念事
業です。
☆オール行田の日本酒づくり
☆歴史ある街 行田アーカイブス
☆自衛隊中部航空隊音楽隊による市民ふれあいコ
ンサート
☆行田市独自のよさこい踊りソング作成
▶問い合わせ　企画政策課企画・改革担当(内線
309・311)

※上記の事業は一例です。記念事業(市民提案・市主催)の詳
細な内容については、実施時期に合わせて、「市報ぎょうだ」
や市ホームページなどでお知らせします。

　　市主催記念事業
事　　業　　名 実施時期

原付バイク
ご当地ナンバープレート配布 ５月３日㈯から

写真にみる行田市の65年 ６月28日㈯～ 8月31日㈰

田んぼアート米づくり体験事業 ６月～ 11月
(田植えから刈り取りまで)

古代をテーマにしたまちづくり
シンポジウム 10月(予定)

(仮称)行田市・上野村健康
づくりフォーラム 10月(予定)

ＮＨＫ公開録画
｢民謡魂 ふるさとの唄｣ 11月16日㈰

ぎょうだ夢まつり 11月23日㈰

記念年賀状の販売 11月(予定)

１日がんドッグ 11月～ 12月(予定)

市制施行６５周年
　　　　  記念事業を紹介します

子育て世帯臨時特例給付金
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市
制
施
行
65
周
年
市
民
提
案
記
念
事
業
と
し

て
、
酒
米
の
田
植
え
・
稲
刈
り
か
ら
ラ
ベ
ル
作
り

ま
で
を
親
子
で
楽
し
む
「
オ
ー
ル
行
田
の
日
本
酒

づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼ 

期
日
　

　
【
酒
米
田
植
え
】
６
月
８
日
㈰  （
予
定
）

　
【
稲
穂
・
酒
蔵
見
学
】
8
月
下
旬

　
【
稲
刈
り
】
10
月
中
旬

　
【
酒
造
り
見
学
・
ラ
ベ
ル
作
成
会
】
11
月
下
旬

　
【
完
成
披
露
会
】
12
月
下
旬

▼ 

対
象
　
市
内
在
住
の
親
子
（
子
ど
も
は
高
校
生

ま
で
）

▼ 

参
加
費
　【
家
族
３
人
ま
で
】
5
千
円
（
昼
食

代
2
回
分
を
含
む
）
※
家
族
が
1
人
増
え
る
と

1
千
円
増
し
※
子
ど
も
の
み
の
参
加
は
不
可

▼ 

申
し
込
み
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
５
月
25
日
㈰
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
市
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業
オ
ー
ル

行
田
の
日
本
酒
づ
く
り
実
行
委
員
会
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
※
受
け
付
け
後
に
資
料
を
送

付
し
ま
す
。【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
３
９
１
２　

【
Ｅ
メ
ー
ル
】npo-gkb@
outlook.jp

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
実
行
委
員
会

　
☎
５
５
３
―
３
９
１
２

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
〜
29
年
度
を
計
画
期
間

と
す
る
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
お
よ
び
「
介

護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
策
定
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
、
平
日
昼
間
の
会
議

　
（
年
4
〜
5
回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
方
。
た　

　
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　
⑴ 

応
募
日
現
在
、
既
に
本
市
の
審
議
会
な
ど
の

委
員
に
な
っ
て
い
る
方

　
⑵
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
数
　

   【
65
歳
以
上
の
方
】（
平
成
26
年
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1
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【
40
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上
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方
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平
成
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年
4
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1
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第
2
号
被
保
険
者
）
…
1
人

▼
任
期
　
計
画
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策
定
が
完
了
す
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ま
で
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応
募
方
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氏
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年
齢
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入
し
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類
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様
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を
6
月
6
日

㈮
（
必
着
）
ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
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し
て
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だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
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―
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０
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行
田
市
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丸
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―
5  

行
田
市
高

齢
者
福
祉
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▼ 

選
考
方
法
　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ

り
決
定
※
日
時
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
担
当

　
（
内
線
２
７
７
）

行
田
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

　
市
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業

オ
ー
ル
行
田
の
日
本
酒
づ
く
り

　元気なときから

はつらつ教室に参加してみませんか

行田名物！ながちか(長親)体操
　ストレッチ体操、筋力アップ体操、リズム体操、口の
体操の４つの動きで構成された行田オリジナルの体操
で、健康な体をつくりましょう。

　今は元気だから介護予防なんて必要ないと思って
いませんか。健康づくりを行うことで、生活習慣病
を予防し、生活機能の低下を防ぐことができます。
　市では、生活機能の状態に合わせてさまざまな介
護予防教室を開催します。ぜひ積極的に参加して、
生き生きと楽しく過ごせる期間を延ばしましょう。

期　　日 開始時間 場　　所
６月 ３日㈫ 午前10時30分 須加公民館
６月 ４日㈬ 午前10時 地域文化センター
６月 ５日㈭ 午前9時30分 佐間公民館
６月 ５日㈭ 午後2時 持田公民館
６月11日㈬

午前10時

星宮公民館
６月17日㈫ 忍・行田公民館
６月18日㈬ 太井公民館
６月25日㈬ 太田公民館

口から病気は防げる！
　口の中を清潔に保ち、病気を防ぎましょう。

期　　日 開始時間 場　　所
６月26日㈭ 午後2時 北河原公民館

今から取り組む！転倒予防
　転倒を予防するための筋肉を付け、バランス感覚を養
いましょう。

期　　日 開始時間 場　　所
７月 ３日㈭ 午前9時30分 佐間公民館
７月10日㈭ 午前10時 下忍公民館

早めが大事！脳力アップ
　脳はたくさん使うと活性化されます！楽しみながら認
知症を予防しましょう。

期　　日 開始時間 場　　所
６月12日㈭

午前10時

下忍公民館
６月18日㈬ 地域文化センター
６月19日㈭ 前谷農村センター
６月25日㈬ 南河原公民館

食べて元気なカラダ作り
　病気や老化に負けない元気な体をつくりましょう。

期　　日 開始時間 場　　所
７月 ２日㈬

午前10時
地域文化センター

７月 ８日㈫ 持田公民館

▶対 象　市内在住の65歳以上の方
▶そ の 他　日時が合えば、どの会場でも参加できます。
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域支援担当(内線278)

　健康づくりチャレンジポイント事業

ぎょうだ健幸ＵＰ！ マイレージ 楽
し
み
な
が
ら

健
康
と
豪
華
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト

し
ま
し
ょ
う
！

ぎょうだ健
けん
幸
こう
ＵＰ！マイレージとは

　市民の皆さんの主体的な健康づくりを応援し、市民
一人ひとりが健康で幸せに暮らせることを狙いとした
事業です。ぜひ参加して、健康と豪華プレゼントを手
に入れましょう。なお、応募用紙は、市役所、南河原
支所、保健センター、図書館、行田グリーンアリーナ、
各公民館などで配布しています。

▶実施期間　５月１日㈭～平成27年１月31日㈯
▶対 象　市内在住で満20歳以上の方

取り組み
項目

健幸その 1　健康診断を受診する健幸その 1　健康診断を受診する

健幸その 2　がん検診を受診する健幸その 2　がん検診を受診する

健幸その 3　歯科検診または骨密度検診を
　　　　　　受診する
健幸その 3　歯科検診または骨密度検診を
　　　　　　受診する

健幸その 4　健康づくりに関連する事業へ
　　　　　　参加する
   　　　　      （講演会やイベント、健康教室など）

健幸その 4　健康づくりに関連する事業へ
　　　　　　参加する
   　　　　      （講演会やイベント、健康教室など）

健幸その 5　健幸宣言をし（健康目標を立て）、
　　　　　　3 カ月以上取り組む
健幸その 5　健幸宣言をし（健康目標を立て）、
　　　　　　3 カ月以上取り組む

※５項目のうち２つ以上選んで取り組んでください。
※健(検)診受診期間は、2月1日～平成27年1月31日です。

▶プレゼント商品
　★温泉ゆったり賞　
　　草津温泉宿泊券 20,000円分 (1人)
　★カロリーオフ賞 
　　ノンオイルフライヤー (2人)
　★毎日健康チェック賞 
　　体組成計 (10人)
　★しっかり磨きま賞
　　電動歯ブラシ (10人)
　★自然の恵みをいただきま賞
　　白河市、桑名市、上野村特産品詰め合わせ(各5人)
　★行田でお買い物しま賞
　　市内共通商品券 1,000円分 (50人)
※当選者の発表は、商品の発送をもってかえ
させていただきます。なお、平成27年2月
10日㈫午前10時から市役所305会議室で
公開抽選を行います。また、賞品の指定は
できません。

▶申し込み　必要事項を記入した応募用紙を郵
送、または市内各公共施設に設置している応
募箱に投

とう
函
かん
してください。

　【郵送】〒361―8601 行田市本丸２―５ 
　　　　 行田市保健センター健康づくり支援担当

▶問い合わせ　同センター健康づくり支援担当（市
役所内・内線378）
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環境調査結果をお知らせしますエコライフＤＡＹ2013
冬の結果をお知らせします

水城公園
および忍城址周辺
の清掃活動

ご参加ください

合併処理浄化槽
設置補助金を交付します

　市では、毎年河川の水質・底質、大気および土壌中のダイオキシン類に関する調査を実施しています。
平成25年度の結果は次のとおりです。

　市では、河川の汚染防止対策として合併処理浄化
槽の設置や適正使用の推進をしています。また、ダ
イオキシン防止対策として野焼きに対する指導を
行っています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当 ☎556―9530

　市では、河川の水質向上のため、し尿の他に台所や風呂
などの生活雑排水を合わせて処理する、家庭用合併処理浄
化槽の転換設置に対して補助金を交付しています。平成
26年度については、5月1日㈭から受け付けを開始します。

▶対 象　
　・ 単独処理浄化槽またはくみ取り便槽から転換して合併
処理浄化槽を設置する方

　・ 行田市生活排水処理基本計画における浄化槽整備区域
において、「埼玉県重点転換地区提案事業」の事業実施
区域として承認を受けた地区に転換設置する方

　・ 主に住居を目的とした住宅（小規模小売店などを併設
した住宅を含む。ただし、居住部分の床面積が全体の
床面積の2分の1以上）に転換設置する方

　・ 住宅を借りている場合、賃貸人から合併処理浄化槽の
転換設置の承諾を得ている方

　・補助金申請時に設置工事に着手していない方

　エコライフＤＡＹとは、省エネ・省資源など環境に配慮した一日を送
り、簡単なチェックシートで温室効果ガスである二酸化炭素の削減量
を把握し、ライフスタイルを見直すきっかけをつくる取り組みです。
　市では、市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、12月2日か
ら8日の期間内の一日について実施しました。また、エコライフＤＡ
Ｙ実施の募集をしたところ、5団体（二持田第一自治会、二谷郷新田自
治会、持田西自治会、ものつくり大学、行田市民大学）から応募があり、
それぞれ期間を設定し、実施していただきました。
　今回のエコライフＤＡＹにより、削減できた二酸化炭素の量は
9,254,810グラムとなりました。これは約3,924リットルのガソリン
を燃焼させたときに排出する二酸化炭素の量と同じです。

参加区分※1 参加数（人） 二酸化炭素
削減量(g)

一人当たり
の削減量(g)

小学校
低学年

（1～3年生）

児童 1,799 816,993 454

家族、教職員 3,577 1,614,655 451

小学校
高学年

（4～6年生）

児童 1,816 1,699,417 936

家族、教職員 2,588 2,328,442 900

中学校
生徒 1,785 1,677,878 940

家族、教職員 310 276,595 892

一般 ※2 541 438,964 811

市役所 職員など 529 401,866 760

合　　計 12,945 9,254,810 715

※1参加区分によってチェック項目が異なります。
※2 一般は5団体（二持田第一自治会、二谷郷新田自治会、持田西自治
会、ものつくり大学、行田市民大学）の合計です。団体別の詳細は
市ホームページに掲載しています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

▶ 申し込み・問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―
9530

▶補助金額　
区　　分 交付金額（上限）

転　換
5人槽 352,000円
7人槽 444,000円
10人槽 588,000円

処分費 既存単独処理浄化槽 90,000円
既存くみ取り便槽 60,000円

配　管　費 200,000円
　※ 「埼玉県重点転換地区提案事業」における平成26・27年度の2
年間のみの特例による補助金額となります。

▶そ の 他　
　・ 工事着工日は、補助金交付決定日後となりますのでご
注意ください。職員が未着工の現場確認を行いますの
で、交付決定日前に着工しないでください。

　・ 予算範囲内での補助となりますので、年度途中で終了
する場合があります。

　・ きれいな河川をよみがえらせるため、保守点検や清掃
の他に法律で定められている法定検査（7条・11条）を
受けてください。

1　河川の水質（年平均値）
【調査日】  平成25年5月21日、8月22日、11月26日、

平成26年3月4日
【結　果】  長野落のBODは環境基準値を超えていました

が、それ以外は環境基準値を下回りました。

測定地点 pH BOD
（㎎ /ℓ）

SS
（㎎ /ℓ）

新忍川 7.5 3.2 14
長野落 7.5 10.7 14

北河原用水 7.5 3.9 17
左幹線用水路 8.5 3.8 11
酒巻導水路 7.9 2.3 10
環境基準値 6.5 ～ 8.5 5以下 50以下

・ pH（水素イオン濃度指数）：酸性かアルカリ性かの指標、7が中性
・BOD（生物化学的酸素要求量）：有機物汚濁の指標
・SS（浮遊物質）：水中に漂っている固形物質の量
※ 測定は年4回、各河川の上流・中流・下流で行っており、上記の結果は
各河川の年間平均値です。なお、測定結果の詳細は市ホームページ
で公表しています。

2　河川の底質
【調査日】 平成26年1月22日
【結　果】  底質を除去しなければならない基準である｢底質

の暫定除去基準｣を下回り、良好な結果でした。

測定地点 総水銀
(mg/kg(dry))

ポリ塩化ビフェニル
(mg/kg(dry))

長野落
上流 0.43 0.01以下
中流 0.10 0.01以下

北河原用水
上流 0.12 0.01以下
中流 0.02 0.01以下

底質の暫定除去基準 25 10

3　大気中のダイオキシン類
【調査日】 ［夏季］平成25年8月20日～ 27日
 ［冬季］平成25年12月10日～ 17日
【結　果】環境基準値を下回り、良好な結果でした。

調査地点 ダイオキシン類濃度（年平均値）
（pg-TEQ/㎥）

行田市役所 0.0093
南河原支所 0.024

地域交流センター 0.034
環境基準値 0.6

4　土壌中のダイオキシン類
【調査日】平成25年8月20日
【結　果】環境基準値を下回り、良好な結果でした。

調査地点 ダイオキシン類濃度
（pg-TEQ/g）

馬見塚公園 1.0
持田北公園 1.7

地域交流センター 1.7
環境基準値 1,000

　
市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図

る
た
め
、
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
紹
介
制
で
、
紹
介
後
は
個
人
間
の
や
り
取
り

と
な
り
ま
す
。
登
録
品
は
無
料
で
登
録
期
間
は
3
カ
月

で
す
。

　
な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品

登
録
の
際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写

真
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５
６
―

９
５
３
０
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
０
７
９
２

不
用
品
情
報

さしあげます
▷3ＷＡＹスピーカー　▷学習机　▷犬用ベッド　▷足踏み運
動器具　▷平ボード（キャスター付き）　▷チャイルドシート
▷エレクトーン

ゆずってください
▷電動ポータブルミシン　▷大人用自転車　▷電動彫刻機
▷大人用自転車（チャイルドシート付き）　▷ちゃぶ台　▷空気
清浄機　▷リクライニングチェアー　▷ダイニングセット　▷パ
イプ椅子　▷プロパン用ガスレンジ　▷液晶テレビ　▷石油ス
トーブ　▷衣類乾燥機　▷エアコン　▷アップライトピアノ
▷会議用テーブル

　行田のまちをゴシゴシ委員会では、「行
田のまちをゴシゴシ みんなでクリーン
なまちづくり」を合言葉に、市内美化活
動を行っています。今回、市民の皆さん
と一緒に水城公園および忍城址を愛着
のある公園にするため、ボランティア
清掃活動を行います。この活動にご協
力いただける方の参加をお待ちしてい
ます。

▶日 時　5月31日㈯午前9時～10時
　（午前8時45分集合）※雨天中止
▶集合場所　産業文化会館南側芝生広場
▶持 ち 物　清掃用の手袋、ごみ袋
▶ そ の 他　中止の場合は市ホームペー
ジおよび市公式ツイッターでお知らせ
します。
▶ 問い合わせ　同委員会事務局（都市計画
課内・内線5603または管理課内・内
線5703）
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▼ 

日
時
　
5
月
29
日
〜
10
月
2
日
の
毎
週
木
曜
日

（
全
18
回
）
午
前
10
時
〜
正
午
（
8
月
14
日
を

除
く)

▼ 

場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第

3
研
修
室

▼ 

対
象
　
手
話
講
習
会
入
門
課
程
を
修
了
し
た

方
、
ま
た
は
同
等
の
技
術
を
有
す
る
方　

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
1
千
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　 

5
月
15
日
㈭
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
6
月
3
日
㈫
午
前
9
時

▼
場
所
　
郷
土
博
物
館
玄
関
前

▼
配
布
す
る
菊
苗
　【
厚
物
、
管
物
】
3
千
本

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
担
当
（
内
線

３
８
９
）

　
市
で
は
、
自
転
車
を
利
用
す
る
方
が
快
適
に
市

内
を
回
遊
で
き
る
よ
う
、
自
転
車
利
用
者
を
支
援

す
る
「
浮
き
城
の
ま
ち
行
田
サ
イ
ク
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
」
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　
本
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
自
転
車
用
空
気
入

れ
の
貸
し
出
し
や
ト
イ
レ
の
提
供
な
ど
を
し

て
い
た
だ
け
る
店
舗
や
事
業
所
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

▼ 

対
象
　
市
内
に
店
舗
や
事
業
所
を
有
す
る
方
ま

た
は
法
人
※
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
土
・
日
曜

日
、
祝
日
に
営
業
し
て
い
る
こ
と

▼
支
援
内
容
　

　
・
自
転
車
用
空
気
入
れ
の
貸
し
出
し

　
・
観
光
案
内
地
図
な
ど
の
配
布

　
・
ト
イ
レ
の
提
供

　
・ 

そ
の
他
自
転
車
利
用
者
の
た
め
に
必
要
な

支
援

▼ 

そ
の
他
　
自
転
車
用
空
気
入
れ
や
観
光
案
内
地

図
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
で
用
意

し
、
支
援
者
に
配
布
し
ま
す
。

▼ 

登
録
方
法
　
商
工
観
光
課
で
配
布
し
て
い
る
浮

き
城
の
ま
ち
行
田
サ
イ
ク
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
事

業
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持

参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。【
持

参
・
郵
送
】
〒
３
６
１
―
８
６
０
１ 

行
田
市

本
丸
2
―
5 

行
田
市
商
工
観
光
課

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
観
光
担
当（
内
線
３
８
９
）

1415

緑のカーテンで
エコライフ

「緑のカーテン」とは、ツル性の植物で作る自然のカーテンのことで
す。育てて収穫する楽しみに加え、窓から入る日差しを遮ることがで
きるので、節電対策にも効果的です。市では、地球温暖化対策の一環
として、家庭などでの「緑のカーテン」設置を推進するために「苗の配
布」および「緑のカーテンコンテスト」を実施します。
皆さんも「緑のカーテン」でエコライフを始めてみませんか。

▶日 時　5月18日㈰
【整理券配布】午前8時
【苗の配布】午前8時30分～10時

▶場 所　産業文化会館南側芝生広場
※ 行田軽トラ朝市の開催に合わせて
配布します。

▶配布する植物　1世帯につきゴーヤの苗2株
▶対 象　市内在住の方（先着200世帯）
▶そ の 他　
・ 必ず緑のカーテンを設置してください。
・ 設置に必要なネットや肥料などは、各自で用
意してください。
・電話などでの予約は受け付けません。
・ 本市の緑のカーテンコンテストに応募してく
ださい。

▶応募資格　
　市内の住宅、事業所などにツル性植物による
「緑のカーテン」を平成26年4月以降に設置して
いる方

▶募集時期　9月上旬～下旬
▶応募および審査方法　
　設置した最盛期の「緑のカーテン」を撮影してい
ただき、それを基にカーテンの生育状況、効果、
創意工夫などについて総合的に審査を行います。
▶表 彰　
【家 庭 の 部】　5点
【事業所の部】　3点
※入賞者には賞状および記念品を贈呈します。
▶そ の 他　
　募集開始日、応募方法などは、「市報ぎょうだ」
8月号でお知らせします。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

緑のカーテン用苗の配布

緑のカーテンコンテスト

① ②

① 平成25年度緑のカーテンコン
テスト最優秀者（家庭の部）
② 平成25年度緑のカーテンコン
テスト最優秀者（事業所の部）

　
市
で
は
、
4
月
か
ら
ご
み
の
減
量
化
、
小
型
家

電
に
含
ま
れ
る
レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）
の
再

資
源
化
に
向
け
て
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
な
ど
の
小
型
家
電
を
回

収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

▼ 

対
象
　
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
で
使
う
家
電

製
品
（
電
池
を
入
れ
て
使
う
家
電
製
品
を
含

む
）
例
：
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど

▼
排
出
方
法
　

　
・ 

粗
大
ご
み
の
収
集
日
に
粗
大
ご
み
集
積
所
へ

排
出
※
不
燃
ご
み
と
し
て
出
し
た
場
合
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
は
で
き
ま
せ
ん
が
こ
れ
ま
で
ど

お
り
回
収
し
ま
す
。

　
・ 

環
境
課
ま
た
は
粗
大
ご
み
処
理
場
に
直
接
搬

入

▼
注
意
　　

　
・ 

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
、
衣
類
乾
燥
機
は
対
象
外
で
す
。

　
　
※
集
積
所
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
・ 

パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど
の
個
人
情
報
が

含
ま
れ
る
も
の
は
、
デ
ー
タ
の
破
壊
・
消
去

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５

　
６
―
９
５
３
０

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す

浮
き
城
の
ま
ち
行
田
サ
イ
ク
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す

市
の
花
・
菊
苗
の
無
料
配
布

手
話
講
習
会
（
基
礎
課
程
）

　7月1日㈫から、し尿くみ取り手数料が次のとおり改正になりま
す。
　現在のくみ取り手数料は、平成10年1月1日以来据え置きに
なっていましたが、今回の消費税率引き上げに伴い、消費税額分
の改正をさせていただくことになりました。ご理解ご協力をお願
いします。

区　　分 単　　位 現在の料金
（6月30日まで）

改正後の料金
（7月1日から）

⑴普通便槽によるもの
月額１世帯につき 450円 462円

月額世帯員１人につき 300円 308円

⑵特殊便槽によるもの

月額１世帯につき 450円 462円

月額世帯員１人につき 300円 308円

月額１基につき 250円 257円

⑶ 事務所、事業所その　
他の施設の便槽およ
び簡易水洗便槽によ
るもの

月額１施設につき 500円 514円

36リットルにつき 300円 308円

⑷ ⑶の便槽について月
１回を超えるとき 36リットルにつき 300円 308円

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

　オオキンケイギクは、北米原産の多年草で
5月から 7月にかけて黄色のコスモスに似
た花を咲かせる植物です。この植物はよく生
育することから、かつては道路沿いを緑化す
るために使用されていました。
　しかし、オオキンケイギクは繁殖力が強く、
いったん定着してしまうと在来の野草の生育
場所を奪い、周囲の環境を一変させてしまい
ます。このことから、平成 18年に外来生物
法に基づく特定外来生物に指定され、栽培や
譲渡などが原則として禁止されましたので、
家庭や畑に植えている場合は適切に処分して
ください。

▶ 問い合わせ　環境課環境政策担当☎ 556
―9530

特定外来生物
「オオキンケイギク」について

し尿くみ取り手数料の改正のお知らせ

昨年の無料配布の様子
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7月5日㈯、産業文化会館で開催される全国藩校サミット行田大会の概要をお知らせします。
大会では「藩校教育の理念を今に」をテーマに講演会、参加藩紹介、素読発表が行われます。

①
新
た
な
学
校
の
設
置

天
保
7
年
（
１
８
３
６
）
に
開
設
さ
れ
た

忍
藩
校
進
脩
館
で
は
、
藩
士
の
子
弟
の
教
育

が
行
わ
れ
、
幕
末
の
動
乱
期
に
藩
を
支
え
る

人
材
が
育
成
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
、
江
戸
幕

府
が
倒
れ
明
治
新
政
府
が
成
立
す
る
と
忍
藩
で

も
新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
明
治
元

年
（
１
８
６
８
）
9
月
に
従
来
の
家
老
を
改
め

軍
務
・
会
計
・
刑
法
の
惣そ

う
ぶ
ぎ
ょ
う

奉
行
を
設
置
す
る
な

ど
、
藩
の
職
制
を
一
新
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に

教
育
関
係
の
役
職
と
し
て
洋
学
教
官
・
学
監
・

学
問
所
下
役
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
併
せ
て
、
培ば

い
こ
ん
ど
う

根
堂
・
国
学
館
・
洋
学
館
の

三
校
が
新
設
さ
れ
た
の
で
す
。

培
根
堂
は
忍
城
成
田
門
外
の
東
に
あ
っ
た
建

物
二
棟
を
使
用
し
ま
し
た
。
初
学
者
の
教
育
を

目
的
と
し
て
儒
書
の
素
読
や
算
学
、
手
習
い
な

ど
を
教
え
ま
し
た
。
授
業
は
午
前
9
時
か
ら
午

後
3
時
ご
ろ
ま
で
で
、
生
徒
は
控
え
室
で
手
習

い
の
稽
古
を
す
る
と
と
も
に
順
次
教
室
へ
呼
ば

れ
て
素
読
や
算
術
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
国

学
館
は
培
根
堂
の
建
物
一
棟
を
使
用
し
て
国
学

を
教
え
ま
し
た
。
洋
学
館
は
沼
橋
曲く

る
わ輪

内
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

②
藩
校
の
教
員
た
ち

藩
校
で
教
え
た
教
員
に
は
芳
川
波
山
の
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
材
が
い
ま
し
た
。
波

山
の
娘
婿
と
な
っ
た
芳よ

し
わ
か
じ
ょ
う
さ
い

川
襄
斎
は
忍
藩
儒
と
な

り
、
幕
末
ま
で
進
脩
館
で
教
え
ま
し
た
。
波
山

の
末
子
で
あ
る
芳よ

し
か
わ
し
ゅ
ん
と
う

川
春
濤
は
江
戸
で
蘭
学
を
学

ん
だ
後
、
忍
に
戻
り
職
制
改
革
の
際
に
洋
学
教

官
を
命
じ
ら
れ
、
洋
学
館
開
設
に
力
を
発
揮
し

ま
し
た
。

数
学
で
は
、
培
根
堂
の
教
員
と
な
り
「
西
洋

度
量
早
見
」「
洋
算
早
学
」
な
ど
の
算
術
書
を

執
筆
し
た
吉よ

し
だ田
庸よ
う
と
く徳
が
い
ま
す
。
青あ
お
き木
輔す
け
き
よ清
は

洋
学
館
の
英
語
教
員
と
な
り
、
明
治
15
年
ご
ろ

ま
で
に
「
横
文
字
独
文
学
」
な
ど
数
十
冊
の
著

書
を
執
筆
し
ま
し
た
。
こ
の
二
人
は
、
明
治
初

期
の
忍
藩
出
身
の
知
識
人
と
し
て
、
注
目
さ
れ

る
人
物
で
す
。

吉田庸徳肖像写真  慶応4年撮影
（行田市郷土博物館所蔵）

全国藩校サミット行田大会

藩
校
教
育
の
発
展
と
教
員
た
ち

ぜひご応募ください

▼ 

日
時
　
5
月
31
日
〜
6
月
21
日
の
毎
週

土
曜
日
（
全
4
回
）
午
前
9
時
30
分
〜

11
時

▼ 

場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の

里
」、
利
根
川
堤
防
お
よ
び
周
辺
の
農
道

な
ど

▼ 

内
容
　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る　

▼ 

講
師
　
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

▼ 

対
象
　
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
方
（
30
分
以
上
連
続
し
た
歩
行
が

で
き
る
こ
と
）
※
医
師
よ
り
運
動
が
制

限
さ
れ
て
い
る
場
合
は
事
前
に
主
治
医

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼ 

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼ 

参
加
費
　
3
０
０
円
（
保
険
料
、
資
料

代
な
ど
）
※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
レ

ン
タ
ル
料
1
回
２
０
０
円

▼ 

持
ち
物
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
運
動
し
や
す
い
服
装
、
着
替

え
、
飲
み
物
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル

　

  （
お
持
ち
の
方
）

▼ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
5
月
20
日

㈫
午
前
9
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―

５
４
０
０

ノ
ル
デ
ィ
ッ
クウォ

ー
キ
ン
グ
教
室

平成26年度 子育てサポーター養成講座受講生募集
　地域ぐるみの子育て支援活動に、自らの子育て体験を生かしたいという意志を持つ方が、実践活動(子育て
サポーター活動や子育てサロンスタッフなど)を推進するための知識と技量を高める研修講座です。また、行田
市ファミリー・サポート・センターの会員としての資質を磨く機会となっていますので、ぜひご応募ください。

日　　時 場  　所 内　　容 講　　師

6月3日(火)
午前10時～11時45分

中央公民館第1学習室
(｢みらい｣内)

・開講式
・開講記念講演｢子育て環
境の今日的社会事情」

野口晴久さん
(埼玉新聞社元編集局長)

6月10日(火)
午前10時～11時30分

・講義｢法律から見た子ど
もの人権と家族関係」

町田知啓さん
(弁護士)

6月17日(火)
午前10時～11時30分

・講義、実技｢乳幼児と親
にとっての音楽の効用｣

志村洋子さん
(埼玉大学教育学部教授)

6月24日(火)
午前10時～11時30分 ｢みらい｣文化ホール

・公開講座「人形劇を楽し
もう」～乳幼児とその保
護者・地域の方々の皆さ
んと一緒に楽しみ合う～

人形劇団
「タックル・ベアー」

7月1日(火)
午前10時～11時30分

中央公民館第1学習室
(｢みらい｣内)

・講義、実技｢子どもの気
持ちになって、紙粘土で
表現してみよう｣

吉田初代さん
(創造作家)

７月8日(火)
午前10時～11時30分

・講義、実技｢安心・安全
のための子どもの救急｣ 消防署職員

７月10日(木)
午前10時～正午

・講義、実技｢子どもの成長
～健診から気づくこと～｣

・交流会
・閉講式（修了証授与）

保健センター職員

▶ 対 象　子育てサポーターまたは子育てサロン
スタッフとしての基礎知識を学び、広く地域社会
に貢献したいと願う、子ども好きで健康な方

▶ 募集人数　100人(平成25年度以前の修了者の再
受講も可、年齢・性別は問いません)

▶ 受 講 料　無料(7月1日の講座は材料費300円
の実費負担あり）

▶ 主 催　行田市教育委員会、行田市社会福祉協
議会、NPO法人子育てネット行田

▶共 催　埼玉県家庭教育振興協議会
▶ 申し込み　ひとつくり支援課、行田市社会福祉協
議会、NPO法人子育てネット行田事務局で配布
している申込書に必要事項を記入の上、5月29

日㈭(必着)までに郵送またはFAXで提出してく
ださい。
• ひとつくり支援課【郵送】〒361―0052 行田市本
丸2―20【FAX】556―0770
• 行田市社会福祉協議会【郵送】〒361―0002 行田
市酒巻1737―1 総合福祉会館「やすらぎの里」内
【FAX】557―5411
• NPO法人子育てネット行田事務局
　【郵送】〒361―0032 行田市佐間
　1―13―1【FAX】556―7765 
▶ 問い合わせ　同課☎556―8319、
　同協議会☎557―5400、同事務局☎556―7765

▶開催時間　午後0時30分～1時30分
▶内 容　藩校サミット研修会（講演会）
　　　　　　 テーマ「国語教育の柱－漢字・古

典・短文作り」
▶講 師　 加地伸行さん（立命館大学シニア

フェロー・大阪大学名誉教授）
▶入 場 料　無料（未就学児の入場は不可）

▶開催時間　午後2時～5時30分
▶内 容　大会式典および記念講演
       •参加藩紹介
       • 神田紅さん（講談師）による記念

講演「江戸後期の忍藩と明治への
移行」

　　　　　　•素読発表

▶入 場 料　無料

▶ 問い合わせ　第12回全国藩校サミット行田大
会実行委員会（ひとつくり支援課内）☎556―
8319

【第１部】

【第２部】

忍藩校進脩館講堂模型



2014.5� 市報 ぎょうだ

万一に備えて

皆さんのやる気を応援します

1819

市税は納期限内に納めましょう

納付を忘れてしまうと
　市税は、納期限内に自主的に納めていただ
くことが原則です。地方税法では、督促状発
送日から起算して10日を経過した日までに
納付がない場合、財産を差押えなければなら
ないとされています。市では、納期限内に納
税されている方との公正・公平性を確保する
ため、督促状発送後、催告などを行った上で、
法律に基づく差押えなどの滞納処分を実施し
ています。
　また、市税を納期限後に納付する場合、延
滞金（※）が掛かります。延滞金は、納期限内に
納付すれば掛かることのない余計な出費とな
りますので、市税は納期限内に納めましょう。
※�平成26年中の延滞金の率は、法律の規定に
より年9.2パーセントです（ただし、平成26
年中は納期限の翌日から1カ月を経過する
までの期間は年2.9パーセント）。

納税相談はお早めに
　病気や失業などのやむを得ない特別な事情
により納付が困難な方は、早めにご相談くだ
さい。市役所の通常業務時間内に来庁できな
い方のために、納税・相談窓口を開設してい
ますので、ご利用ください。

　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行っています。
市民税や固定資産税などの市税は、皆さんの生活に密着した市政の推進に欠かすことのできない
重要な財源です。納め忘れのないよう早めの納付を心掛けましょう。

　地域のために活動するNPOやボランティア、自治会など、市民の｢やる気｣を応援するため、助成金を交付し
ます。この助成金は、｢新たな取組応援事業｣と｢スタート応援事業｣の2種類あり、これから活動を始める、あ
るいは活動を始めたばかりのNPO法人などの基盤整備にも交付します。

新たな取組応援事業 スタート応援事業

対象団体 10人以上で構成され、市内に主たる事務所を置く
NPOもしくは地域活動団体

市内に主たる事務所を置く団体で、次のいずれかに該
当すること。①設立後3年以内のNPO法人②助成金申
請後1年以内にNPO法人格の取得を予定している団体

対象事業

新たに取り組む事業で、次に掲げるいずれかに該当
するもの
・子育て、教育、福祉などの“ひとの元気”事業
・支え合い、防犯、防災などの“地域の元気”事業
・�観光、国際、環境、文化、歴史などの“まちの元
気”事業

活動開始期における広報活動、人材育成、備品購入
などの基盤整備事業

対象経費

事業に直接的に掛かる経費
活動開始期の基盤整備に掛かる経費(備品購入した
場合、NPO法人格取得後は、特定非営利活動促進
法第32条の規定に従うこと)

次に掲げる経費は、助成金の交付対象になりません。
（1）団体の事務費などの経常的経費　　　　　　　　　（4）団体の構成員に対する人件費および謝礼
（2）団体の事務所などを維持するための経費　　　　　（5）その他助成することが適当でないと認められる経費
（3）団体の構成員による飲食費、交通費および宿泊費

助 成 率 2分の1
上 限 額 100,000円 50,000円
対象期間 助成を実施する当該年度の交付決定日から同年度2月末日まで
交付制限 1団体につき1年度1事業 1団体につき1回のみ

▶�申請方法　助成金の交付を希望する団体は、事業提案をしていただき、採択されてから助成金申請をしてく
ださい。※募集要項は、地域づくり支援課で配布しています（市ホームページからダウンロード可）。
▶�提案受付方法　同課で配布している提案書（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入の上、添
付書類と共に持参、郵送、Ｅメールのいずれかの方法で提出してください。【持参・郵送】〒361―8601�行田
市本丸2―5�行田市地域づくり支援課【Ｅメール】chiikizukuri@city.gyoda.lg.jp
▶�提案受付開始日　6月2日㈪
▶�採択事業の決定　行田市市民公益活動推進委員会による審査結果を踏まえ、可否を決定します。また、審査結果
については、全ての団体に通知します。
▶問い合わせ　同課協働推進担当（内線253）

行田市市民活動災害補償制度
　市では、市民活動団体やボランティア団体の活動を支援するため、「行田市市民活動災害補償制度」を設けて
います。この制度は、ボランティア活動中に起きた事故(市主催の行事を除く)で団体のメンバーなどが傷害や
賠償責任を負った場合の負担を補償するものです。保険料は全額市が負担しますので、登録要件を満たす団体
であれば無料で登録できます。
▶�登録要件　市内に活動の拠点を置き、地域社会活
動、社会奉仕活動などの公益性のある活動(政治、
宗教および営利を目的とするものを除く)を継続

的・計画的に行っている団体。
【加入している団体の例】
自治会、ボランティア団体、青少
年活動団体など
※�スポーツや文化活動中に起きた
事故は、補償の対象となりませ
んのでご注意ください。

▶補償の概要

　

▶�登録方法　登録を希望する団体は、地域づくり支
援課で配布している｢行田市市民活動災害補償制度
登録申請書｣に必要事項を記入の上、同課に直接提
出してください。
▶問い合わせ　同課協働推進担当（内線253）

市民活動やる気応援助成制度 ご活用ください

ご存じですか 市税の納付は口座振替のご利用を
　税金の督促状が届き、初めて納めていないことに
気付いたことはありませんか。「うっかり」というこ
ともあるでしょう。それを防ぐのが口座振替です。
　一度手続きをすれば、市税の納期限日に指定した
口座から自動的に税金が引き落とされますので、納
付のために金融機関や市役所に出掛ける必要があり
ません。市税の納付は、確実・便利な口座振替をご
利用ください。
▶�申し込み　市内全ての金融機関で申し込みできま
す。預金通帳と通帳届出印を持参し、各金融機関
窓口または収納課窓口で手続きをしてください。
　　不明な点は同課まで問い合わせください。

コンビニで納税できます
　日本全国、休日・夜間、時間を問わずに納付する
ことができますので、ぜひご利用ください。
▶コンビニで納付できない納付書　
　・納期限を過ぎた納付書
　・�バーコードのない納付書や、傷・汚れなどによ

りバーコードを読み取れない納付書
　・�各期別(1枚当たり)の納付額が30万円を超える

納付書
　・�金額を訂正したものや、

金額を書き加えた納付書
　　※�この場合は金融機関など

をご利用ください。

平成26年度　市税納期限一覧

市・県民税
第1期 第2期 第3期 第4期

6月30日 9月1日 10月31日 12月25日

固定資産税
第1期 第2期 第3期 第4期

6月2日 7月31日 9月30日 12月1日

軽自動車税
全期

6月2日

国民健康
保 険 税

第1期 第2期 第3期 第4期

7月31日 9月1日 9月30日 10月31日

第5期 第6期 第7期 第8期

12月1日 12月25日 2月2日 3月2日

第9期

3月31日

休日夜間　納税・相談窓口の開設
▶休日　毎週日曜日の午前8時30分～正午
▶夜間　毎週火曜日の午後5時15分～ 7時
　　　　※年末年始・祝日を除く
▶場所　収納課

▶問い合わせ　同課収納担当（内線236･237）

補償の内容 補償金額

賠償責任事故
（補

ほてん
填限度額）

【対人】1人につき1億円、1事故につき5億円　
【対物】1事故につき500万円　
※対人、対物ともに免責10,000円以下

傷害事故 【通院日額】2,000円　【入院日額】3,000円
※事故当日から保険給付対象となります。
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▼ 

問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
６
―

５
２
２
１

　

6
月
1
日
㈰
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で

す
。
熊
谷
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
行
田
部
会
で

は
、
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
人
権
侵
犯
な
ど
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
特
設
人
権
相
談

を
開
催
し
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　
6
月
11
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼ 

場
所　

忍
・
行
田
公
民
館
第
1
Ａ
・
Ｂ
会
議

室
、
学
習
室

▼ 
相
談
内
容　
差
別
、
い
じ
め
、
虐
待
、
暴
力
、

体
罰
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
扶
養
、
相
続

な
ど

▼ 

相
談
員　
熊
谷
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
行
田
部

会
所
属
の
人
権
擁
護
委
員
（
8
人
）

▼ 

そ
の
他　
人
権
相
談
は
、
毎
月
第
2
水
曜
日

レ
ッ
ト
の
提
供

　
・ 

観
光
情
報
館
「
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う
だ
」
で

の
商
品
の
出
品

▼
年
会
費　

　
1
口
2
千
円

　
【
個
人
】
1
口
以
上

　
【
法
人
】
5
口
以
上

　
【
団
体
】
5
口
以
上

▼ 

問
い
合
わ
せ　

同

会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内
・
内
線

３
８
９
）

　

公
益
社
団
法
人
行
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」「
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
、
同

セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▼ 

入
会
説
明
会　
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
（
旭
町
13
ー
24
）

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
仕
事
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

仕
事
例　
刃
物
研
ぎ
、
植
木
の
剪せ
ん
定て
い
、
草
取
り

や
草
刈
作
業
、
屋
内
外
の
掃
除
、
ふ
す
ま･

障

子･

網
戸
の
張
り
替
え
、
簡
単
な
大
工
仕
事
、

塗
装
、
各
種
受
け
付
け
、
観
光
ガ
イ
ド
、
そ
の

他
軽
作
業
な
ど

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
節
電

対
策
と
し
て
、
次
の
期
間
、
職
員
は
軽
装
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
実
施
期
間　
5
月
1
日
㈭
〜
10
月
31
日
㈮

▼ 

問
い
合
わ
せ　
人
事
課
研
修
厚
生
担
当
（
内
線

２
０
９
）

　
行
田
市
は
、
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
、
忍
城
址
、

古
代
蓮
の
里
、
足
袋
蔵
な
ど
多
く
の
観
光
資
源

に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
る
ま

ち
で
す
。

　
行
田
市
観
光
協
会
で
は
、
行
田
の
魅
力
を
広
く

発
信
し
、
市
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
観
光
協
会
の
会
員
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
本
市
の
観
光
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
典　

　
・ 

観
光
客
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
会
員

の
紹
介

　
・ 

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
の
取
材
に
対

す
る
会
員
の
紹
介

　
・ 

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
会
員
（
店

舗
）
の
紹
介

　
・ 

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
会
員
情
報
掲
載

ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク

　
・ 

観
光
案
内
所
に
お
け
る
会
員
作
成
パ
ン
フ

2021

（
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
）
に
、
忍
・
行

田
公
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
対
策
担

当
（
内
線
２
２
１
）

　
昨
年
か
ら
施
設
の
老
朽
化
の
た
め
工
事
を
行
っ

て
い
た
行
田
市
駅
前
交
番
は
、
3
月
31
日
に
工
事

を
終
え
、
こ
の
春
に
新
し
く
開
所
し
ま
し
た
。
交

番
内
に
は
相
談
者
へ
の
多
目
的
室
を
備
え
た
他
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
さ
れ
て
い
る
の
で
高
齢
者
に

も
優
し
い
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
観

は
城
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
皆

さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
交
番
と
な
り

ま
し
た
。

　
何
か
困
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気

軽
に
同
交
番
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

行
田
警
察
署
☎
５
５
３
―

０
１
１
０

《
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
）
業
務
》

▼ 

期
間　
6
月
23
日
㈪
〜
8
月
3
日
㈰
※
2
人
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

▼
時
間　
午
前
7
時
〜
9
時

▼
業
務
内
容　
観
光
案
内
お
よ
び
電
話
応
対
な
ど

▼
時
給　
９
０
０
円

▼
募
集
人
数　
3
人

《
古
代
蓮
の
里
観
光
案
内
業
務
》

▼ 

期
間　
6
月
23
日
㈪
〜
8
月
3
日
㈰
※
2
人
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

▼
時
間　
午
前
8
時
〜
午
後
1
時

▼ 

業
務
内
容　
観
光
案
内
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
な
ど

▼
時
給　
８
３
０
円

▼
募
集
人
数　
3
人

観
光
案
内
所
・
古
代
蓮
の
里
観
光
案
内
い
ず
れ
も

▼ 

申
し
込
み　
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
5
月
16
日
㈮
ま
で
に

商
工
観
光
課
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
面
接

に
て
選
考

▼ 

問
い
合
わ
せ　
同
課
観
光
担
当
（
内
線
３
８
９
）

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
て
い
ま
す

行
田
市
観
光
協
会
の
会
員
に
な
っ
て
、

 

本
市
の
観
光
を
応
援
し
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

 

お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
を
開
催
し
ま
す

行
田
市
駅
前
交
番
が

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

新しく生まれ変わった行田市駅前交番

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
異
動　
平
成
26
年
2
月
1
日
付

【
部
長
・
参
事
】
▼
参
事　
高
橋
秀
男
（
健
康
福

祉
部
長
）　
▼
健
康
福
祉
部
長　
竹
井
英
修
（
総

合
政
策
部
次
長
兼
企
画
政
策
課
長
）

【
課
長
・
幹
】
▼
総
合
政
策
部
企
画
政
策
課
長
兼

政
策
推
進
幹　
岩
田
樹
一
良
（
総
合
政
策
部
企
画

政
策
課
政
策
推
進
幹
）　
▼
消
防
署
南
分
署
長
兼

第
2
小
隊
長　
成
田
幸
夫
（
消
防
署
西
分
署
第
2

小
隊
長
）

●
異
動　
平
成
26
年
4
月
1
日
付

【
部
長
・
参
事
】
▼
参
事
兼
健
康
福
祉
部
子
育
て

支
援
課
長
事
務
取
扱　
藤
間
英
夫
（
（教）
学
校
教
育

部
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
）　
▼
建
設
部
長　
小

林
修
（
参
事
兼
建
設
部
道
路
治
水
課
長
事
務
取

扱
）　
▼
（教）
参
事
兼
生
涯
学
習
部
郷
土
博
物
館
長

事
務
取
扱　
高
橋
秀
男
（
参
事
）

【
部
次
長
】
▼
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長　

藤

井
宏
美
（
総
務
部
総
務
課
長
）　
▼
総
務
部
次
長

兼
人
事
課
長　

須
永
和
宏
（
総
合
政
策
部
財
政

課
長
）　
▼
市
民
生
活
部
次
長
兼
地
域
づ
く
り
支

援
課
長　

門
倉
正
明
（
市
民
生
活
部
地
域
づ
く

り
支
援
課
長
）　
▼
環
境
経
済
部
次
長　
棚
澤
弘

次
（
環
境
経
済
部
副
参
事
）　
▼
建
設
部
次
長
兼

道
路
治
水
課
長　
栗
原
功
（
都
市
整
備
部
次
長
兼

都
市
計
画
課
長
）　
▼
消
防
本
部
次
長　
森
屋
賢

次
（
消
防
本
部
総
務
課
長
）　
▼
（教）
学
校
教
育
部

次
長
兼
学
校
教
育
課
長　
篠
田
豊
和
（
（教）
学
校
教

育
部
学
校
教
育
課
長
）　
▼
監
査
委
員
事
務
局
長

（
次
長
級
）　
門
井
輝
秋
（
（教）
生
涯
学
習
部
次
長

兼
郷
土
博
物
館
長
）　
▼
（福）
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
常
務
理
事
（
次
長
級
）　
島
田
清
（
建
設
部

次
長
兼
用
地
課
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
）

【
課
長
・
副
参
事
・
幹
】
▼
総
合
政
策
部
企
画
政

策
課
政
策
推
進
幹
兼
副
参
事　
浅
見
知
正
（
総
合

政
策
部
企
画
政
策
課
主
幹
）　
▼
総
合
政
策
部
財

政
課
長　
小
池
義
憲
（
総
務
部
人
事
課
長
）　
▼

総
合
政
策
部
副
参
事　
礒
貝
和
実
（
総
合
政
策
部

財
政
課
主
幹
）　
▼
市
民
生
活
部
市
民
課
長　
小

巻
健
二
（
（教）
生
涯
学
習
部
図
書
館
長
兼
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
館
長
）　
▼
市
民
生
活
部
副
参
事
兼

地
域
づ
く
り
支
援
課
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
所
長　
岡
田
安
弘
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
主

幹
）　
▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
地
域
福
祉
推
進
幹　

菅
原
広
志
（
市
民
生
活
部
副
参
事
兼
地
域
づ
く

り
支
援
課
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

▼
健
康
福
祉
部
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
森
原
秀
敏

（
健
康
福
祉
部
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進

幹
）　
▼
健
康
福
祉
部
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く

り
推
進
幹　
長
島
浩
司
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
地

域
福
祉
推
進
幹
）　
▼
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課

長　

石
川
学
（
健
康
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課
主

幹
）　
▼
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
長　
青
山
義

徳
（
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
主
幹
）　
▼
建
設

部
用
地
課
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長　
佐
野

雄
一
（
健
康
福
祉
部
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）　
▼

副
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　
福
原
智
（
（福）
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
（
課
長
級
））　
▼

消
防
本
部
総
務
課
長　
永
沼
信
雄
（
消
防
本
部
予

防
課
長
）　
▼
消
防
本
部
予
防
課
長　
木
村
昌
明

（
消
防
本
部
総
務
課
付
（
財
団
法
人
日
本
消
防
協

会
派
遣
））　

▼
消
防
署
西
分
署
長
兼
第
1
小
隊

長　

堀
口
洋
（
消
防
署
北
分
署
長
兼
第
2
小
隊

長
）　
▼
消
防
署
北
分
署
長
兼
第
2
小
隊
長　
堀

一
夫
（
消
防
署
西
分
署
長
兼
第
1
小
隊
長
）　
▼

（教）
学
校
教
育
部
教
育
総
務
課
長　
満
井
房
子
（
（教）

生
涯
学
習
部
図
書
館
副
館
長
）　
▼
（教）
学
校
教
育

部
副
参
事　
芙
蓉
良
明
（
西
中
か
ら
）　
▼
（教）
学

校
教
育
部
副
参
事
兼
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長　

前
島
伸
行
（
環
境
経
済
部
環
境
課

主
幹
）　
▼
（教）
生
涯
学
習
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長　

橋
本
雅
至
（
都
市
整
備
部
水
道
課
主
幹
）　
▼
（教）

生
涯
学
習
部
図
書
館
長
兼
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

館
長　

石
川
隆
美
（
副
会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
）　
▼
（福）
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

（
課
長
級
）　
島
田
卓
吏
（
健
康
福
祉
部
子
育
て

支
援
課
長
）
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職　
平
成
26
年
3
月
31
日
付

▼
建
設
部
長　
岡
部
紀
之　
▼
市
民
生
活
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次
長

兼
市
民
課
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木
孝
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▼
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部
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兼
開
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課
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青
木
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（教）
学
校
教
育
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次
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兼
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

小
管
秀
行　
▼
（教）
生
涯
学
習
部
次
長
兼
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長　
河
野
利
和　
▼
監
査
委
員
事
務

局
長　
柿
沼
肇　
▼
（福）
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
常
務
理
事　
長
谷
川
清

▼ 

問
い
合
わ
せ　
人
事
課
人
事
給
与
担
当
（
内

線
２
０
８
）

人
事
異
動
（
課
長
級
以
上
の
職
員
）
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乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児

歯科健診、３歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談 (要申し込み)
日　　時　６月12日㈭午前９時30分～ 11時
対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室 (初期)(要申し込み)
日　　時　 ６月12日㈭午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 平成25年12月15日～平成26年１月14

日生まれのお子さんがいる方

離乳食教室 (中後期)(要申し込み)
日　　時　 ５月20日㈫午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け)
対　　象　７カ月から11カ月のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り
たいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター ☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前９時～翌日午前７時

子どもの健康 休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

 5月18日（日) 壮幸会行田総合病院  6月1日（日) 清幸会行田中央総合病院

 5月25日（日) 清幸会行田中央総合病院  6月8日（日) 壮幸会行田総合病院

ママ・パパ教室
　これからママ･パパになる方を対象に、楽しく友達
をつくりながら妊娠・出産・子育てについて学ぶ教室
を行っています。ぜひご参加ください。

期 日　 ①５月29日㈭②6月3日㈫(2日間で1コー
ス)

時 間　 ①午前10時～午後2時30分(午前９時
45分から受け付け)

　　　　　 ②午後１時～４時(午後０時45分から受
け付け)　　

場 所　VIVAぎょうだ
内 容　 妊娠中と産後の生活の話、子どもの手続き

について、簡単な調理実習、妊婦と赤ちゃ
んの歯の健康、子どもの成長と育児の話、
沐
もく
浴
よく
実習など

対 象　 妊婦とその家族(既にお子さんがいる方で
も、教室の人数に余裕がある場合は参加で
きます)

注 意　 妊娠初期(15週まで)と妊娠後期(28週以降)
は体調が変化しやすいため、安定期に入っ
た妊娠中期(16週～ 27週)の方の参加を
おすすめします。

申し込み　保健センター

こころの相談 (要申し込み)
日　　時　５月23日㈮
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

おとなの健康

集団検診
【肺がん・胃がん・大腸がん検診】　　　　　　　　　
日 時　 ６月３日㈫・4日㈬・18日㈬・19日㈭・

25日㈬・26日㈭、7月15日㈫・16日㈬・
25日㈮・26日㈯　

　　　　　午前８時～９時または午前9時～10時
対 象　40歳以上の方　　　　　
【肺がん検診のみ】
日 時　 ７月22日㈫・23日㈬・30日㈬
　　　　　午後１時～ 2時　　　　
【乳がん検診】
日 時　 ６月17日㈫・24日㈫、７月７日㈪・９日㈬、

８月11日㈪・12日㈫　
　　　　　午後０時30分～１時30分 
対 象　 40歳以上の女性(平成25年度に市の検診

を受診していない方)
※検診場所と申し込みは保健センター

個別検診　
６月２日㈪から平成27年２月28日㈯まで受診できます。

※実施医療機関は、「保健センターのお知らせ」をご参照ください。

5月9日㈮から、平成26年度
がん検診の予約を受け付けます　日本人の歯を失う原因１位は歯周疾患です。歯周疾

患を予防して、いつまでも自分の歯を元気に保ちま
しょう。

実施期間　６月1日㈰～ 12月末日
内 容　 口

こう
腔
くう
内検査(現在歯・喪失歯・歯周組織の

状況)、口腔清掃状態の診査
対 象　次に該当する方
　　　　　昭和49年4月2日～昭和50年4月1日生まれ
　　　　　昭和44年4月2日～昭和45年4月1日生まれ
　　　　　昭和39年4月2日～昭和40年4月1日生まれ
　　　　　昭和34年4月2日～昭和35年4月1日生まれ
　　　　　昭和29年4月2日～昭和30年4月1日生まれ
　　　　　昭和24年4月2日～昭和25年4月1日生まれ
　　　　　昭和19年4月2日～昭和20年4月1日生まれ
　　　　　※歯周疾患で治療中の方は対象外です。
　　　　　※ 40,50,60歳の方へ節目健診として｢歯周

疾患のオススメ｣のはがきを郵送します。
費 用　 500円(70歳以上の方、生活保護受給者、

市民税非課税世帯の方は無料)
　　　　　※事前に保健センターへご連絡ください。 
申し込み　 ５月９日㈮から直接、電話、ＦＡＸ(住所、

氏名、生年月日、電話番号、検診名を明記
してください)で保健センター

歯周疾患検診

検診名 対　　象 申し込み

乳がん検診 40歳以上の方(平成25年度に
市の検診を受診していない方)

保健センター
(受診券が必要)

大腸がん検診 40歳以上の方

実施医療機関子宮がん検診 20歳以上の方

前立腺がん検診 50歳以上の男性　若者の皆さん、健診は毎年受けていますか。高血圧
や肥満などの生活習慣病は、不摂生な生活の積み重ね
で起こります。きちんと毎年の健診を受けて、自分の
体を知りましょう。そして、今から生活習慣病を予防
しましょう。

期 間　６月２日㈪～平成27年２月28日㈯
検査内容　 身長・体重測定、血圧測定、血液検査、尿

検査など
　　　　　※ 送付された受診票を持参の上、指定医療

機関で受けてください。
　　　　　※ 指定医療機関は受診票と一緒に送付します。
対 象　 昭和50年４月２日から平成11年４月１

日生まれの方で、職場などで健診機会のな
い方(学生を除く)

費 用　 1,000円(生活保護受給者、市民税非課税
世帯の方は無料)

　　　　　※事前に保健センターへご連絡ください。
申し込み　 ５月９日㈮から直接、電話、ＦＡＸ(住所、

氏名、生年月日、電話番号、健診名を明記
してください)で保健センター

ヤング健診

　B型肝炎やC型肝炎は、感染に気が付かないまま放
置すると、肝硬変や肝がんに進行する場合があります。
肝炎ウイルス検診検査は、B型肝炎・C型肝炎の原因
となる、B型肝炎ウイルスとC型肝炎ウイルスの有無
を調べるものです。40歳以上になったら、一度は検
査を受けましょう。

期 間　６月２日㈪～平成27年２月28日㈯
内 容　血液検査
　　　　　※ 送付された受診票を持参の上、指定医療

機関で受けてください。
　　　　　※指定医療機関は受診票と一緒に送付します。
対 象　 昭和50年４月１日以前に生まれた方(今

までに検診を受けたことがある方を除く)
費 用　 500円(70歳以上の方、生活保護受給者、

市民税非課税世帯の方は無料)
　　　　　※事前に保健センターへご連絡ください。
申し込み　 ５月９日㈮から直接、電話、ＦＡＸ(住所、

氏名、生年月日、電話番号、検診名を明記
してください)で保健センター

肝炎ウイルス検診
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　これまで、ものつくり大学図書情報センターでは、一般
の方は館内閲覧のみ利用可能でしたが、4月1日より「梅
原猛文庫」、「ピーター・Ｆ・ドラッカー＆上田惇生文庫」
に限り、貸し出しを始めました。ぜひ、ご利用ください。
▶開館時間　 月～金曜日の午前９時30分～午後6時(長期

休暇中、試験期間中は時間が変更になる場合
があります)

▶貸出期間　２週間
▶貸出冊数　５冊まで
▶利用方法　身分証明書を持参の上、来館してください。
▶問い合わせ　 同大学図書情報センター☎564―3821

▶日 時　５月30日㈮ 午前10時～正午
▶場 所　ＶＩＶＡぎょうだ学習室　
▶内 容　 親子で楽しめるリズム体操や小さい子ど

もでも楽しめる工作をします。　
▶講 師　渡辺幸子さん　
▶対 象　市内在住の未就園児とその保護者
▶定 員　親子25組(先着順)　
▶参 加 費　無料　
▶持 ち 物　工作用のり、飲み物　
▶申し込み・ 問い合わせ　５月13日㈫～ 29日㈭に直

接または電話でＶＩＶＡぎょうだ☎556
―9301(５月19日㈪・26日㈪は休館)

　親子で楽しく！リズム体操　
　　　　　　＆かんたんせいさく

相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

5月27日㈫、6月12日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 5月19日㈪、6月2日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

不動産 市役所 5月21日㈬ 午前9時～正午
㈳埼玉県宅地建物
取引業協会北埼支部
☎562―5900

相続、遺言、
離婚、日常生活
の困り事

VIVAぎょうだ 6月11日㈬　※予約制 午後1時～ 5時(受け付け
は午後4時まで）

埼玉県行政書士会
埼北支部
☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日(祝日を除く）
※ 各土曜日は市内在住の方対象に電話相
談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週火・金曜日(祝日を除く） 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

税務（予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午
前10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 6月1日㈰ 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 5月20日㈫・27日㈫、6月3日㈫・10
日㈫ 午後5時15分～ 7時

談相種各 （5月15日～6月14日）

今月の納税
固定資産税・都市計画税・・・・・・・１期
軽自動車税・・・・・・・・・・・・・全期
納期限　６月２日㈪
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣ な口座
振替をご利用ください。

ものつくり大学
図書情報センターからお知らせ

　平成26年度水道週間ポスターコンクールに応募いただ
いた市内小･中学生の作品を展示します。ぜひ、ご覧くだ
さい。
▶日 時　 ６月２日㈪～８日㈰午前９時～午後９時(２日

は午後１時から)※４日㈬は休館
▶場 所　コミュニティセンターみずしろギャラリー　
▶問い合わせ　水道課管理担当☎553―0131

水道週間ポスターを展示します

・カレイドスコープの箱庭(海堂尊)
・決意とリボン(林真理子)
・ わが子のスマホ・LINEデビュー安心安全ガイド(小林
直樹)

・ とけいのあおくん(エリザベス・ロバーツ／作、灰島
かり／訳、殿内真帆／絵)

・かあさんのしっぽっぽ(村中季衣／作、藤原ヒロコ／絵)
・ままごと(尾崎織女／文、日本玩具博物館／監修)

定例子ども映画会
▶日 時　５月17日㈯ 午後2時
▶題 名　 おじゃる丸 マロもだいすき月光町１話～

６話

第５土曜日特別映画会
▶日 時　５月31日㈯ 午後2時
▶題 名　世界初撮影！深海の超巨大イカ(58分)
▶内 容　 伝説の怪物「ダイオウイカ」。10年の歳月

を費やし調査を進めた結果、深海で生きた
姿の撮影に成功。NHK総合で放映され話
題を集めた本作品を上映します。

定例子ども映画会、
第５土曜日特別映画会いずれも
▶場 所　映像ホール
▶定 員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

映 画 会新 着 図 書

　資源の有効活用を図るため、保存期限の過ぎた雑誌や
古い本を希望者に無償配布します。当日の状況によって
予定時刻よりも早く終了する場合や、冊数制限をさせて
いただく場合もありますので、ご了承ください。
▶日 時　５月18日㈰ 午前10時～午後５時
▶場 所　図書館事務室東側

本、 雑 誌 リ サ イ ク ル

▶日 時　５月21日㈬ 午前10時30分～11時
▶内 容　絵本、パネルシアターなど
▶対 象　２、３歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　５月24日㈯ 午前11時
▶内 容　絵本や手遊びなど
▶対 象　幼児
▶主 催　おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　６月７日㈯ 午後２時
▶内 容　絵本など
▶対 象　幼児・小学生
▶主 催　おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　６月14日㈯ 午後２時
▶内 容　絵本など
▶対 象　幼児・小学生
▶主 催　おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

お は な し 会

▶日 時　６月11日㈬ 午後２時
▶場 所　図書館ミーティングルーム
▶内 容　詩やエッセイなどの朗読
▶主 催　おしゃべりインコの会

読 み 語 り の 会

▶日 時　６月８日㈰ 午前11時
▶場 所　おはなしのへや
▶対 象　英語に興味がある方
▶主 催　行田ロータリークラブ　

英 語 児 童 書 読 み 聞 か せ 会

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日 時　６月10日㈫ 午後1時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

ブ ッ ク ス タ ー ト

移 動 図 書 館 巡 回 日 程

5
月
15
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

5
月
21
日
（水）

荒
木
小

5
月
22
日
（木）

埼
玉
小

5
月
27
日
（火）

太
田
西
小

5
月
28
日
（水）

須
加
小

5
月
29
日
（木）

泉
小

6
月
4
日
（水）

北
小

6
月
6
日
（金）

太
田
東
小

6
月
10
日
（火）

北
河
原
小

6
月
11
日
（水）

星
宮
小

6
月
12
日
（木）

5
月
16
日
（金）

南
河
原
小

6
月
13
日
（金）

※変更となる場合もあります

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
4月18日㈮  午前9時  0.10マイクロシーベルト(雨)　午後3時  0.08マイクロシーベルト(雨)

放射線量の測定値

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　5月7日㈬・12日㈪・19日㈪・26日㈪、
　　　　　6月2日㈪・3日㈫・9日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。
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写真館　3月16日、産業文化会館南側芝生広場で第40回行田
軽トラ朝市が行われました。
　40回目の開催を記念して、忍城おもてなし甲冑隊や
こぜにちゃんなどのゆるキャラが登場。さらに、「第3
回行田市地産地消料理コンテスト」の応募作品で、小
学生が考案した「青大豆ワッフル」の特別販売や、行田
産米日本酒の酒かすで作られた甘酒が振る舞われまし
た。会場を訪れた方は、新鮮な野菜、きれいな花、そし
て行田産農産物を用いた商品がずらりと並んだ朝市を
満喫していました。

　3月29日、中央公民館で第4回行田市少年少女囲碁大
会が開催され、棋力認定戦や13路盤戦が行われた他、プ
ロの棋士による指導碁や入門教室も行われました。
　この大会には、県内外から46人の小・中学生が参加。
小さな棋士たちは自分の力を信じて、白熱した試合を繰
り広げていました。将来、この大会に参加した子供たち
の中から、プロの世界で活躍する棋士が誕生するかもし
れません。

　3月27日から4月2日まで、総合公園野球場で第15
回全国高等学校女子硬式野球選抜大会が開催されま
した。
　4月2日に行われた決勝戦では、蒲田女子高等学校
（東京）と福知山成美高等学校（京都）が対戦し、接戦の
末4対2で蒲田女子高等学校が3大会ぶりの優勝を果
たしました。監督を笑顔で胴上げする選手たちは、仲
間と共に喜びを分かち合っていました。

朝市を満喫！

小さな棋士が盤上で熱戦

　4月17日、市役所前公園通りで行田春まつりが行わ
れました。
　春の風物詩となっている行田春まつり。恒例のささ
ら獅子舞や新・行田音頭が披露された他、今回はよさこ
いソーランが初めて行われました。また、たくさんの
植木や色とりどりの花が並んだ春の植木市では、多く
の人が店の前で足を止め、店主との会話を楽しみなが
ら自分のお気に入りのものを買い求めていました。

行田の春の風物詩

栄冠は蒲田女子高等学校に

　3月28日、忍川の栄橋～旭橋の600メートルの区間
で「忍川クリーンアップ作戦」が行われました。
　今回の活動は、日ごろから忍川の美化活動を行って
いる「忍川環境を見守る会」が開催したもの。参加者は
「誰にでも親しまれる忍川にしよう」と、土手に捨てら
れているごみや木々などを熱心に拾っていました。代
表の柿沼幸夫さんは「今後もこの活動を続け、忍川をき
れいな川に再生していきたい」と語っていました。

忍川をきれいな川に再生する第一歩

　4月5日、水城公園市民広場で「水城公園桜ボンボリま
つり」が開催されました。
　今回のイベントでは、桜を眺めながらお茶や和菓子
を味わうことができる行田大茶会をはじめ、フリーマー
ケットや忍城おもてなし甲冑隊による演舞披露などが
行われ、大勢の方が会場に足を運んでいました。この
日は、ちょうど桜が満開だったこともあり、来場者は春
のひとときを気持ちよく過ごしているようでした。

満開の桜の中で春のひとときを

　4月12日、水城公園内に地域子育て支援センター「きっず
プラザ あおい」がオープンしました。同センターは、主に乳幼
児から就学前の子どもとその保護者を対象にした施設で、子
供たちが楽しく遊べるスペースを屋内外に設けている他、子育
てに関するさまざまな相談を行うことができます。
　開館記念式典が行われた後、エプロンシアターやバルーン
アート教室など親子で楽しめるイベントが行われ、たくさんの
親子でにぎわいました。また、屋外スペースの「ふわふわドー
ム」や「複合遊具」は子供たちに大人気。時間がたつのも忘れ
るぐらい夢中になって遊んでいました。
　子育て世帯の皆さんが気軽に立ち寄れる施設がオープンし
たことで、行田の子育て環境がより一層充実することでしょう。

「きっずプラザ あおい」がオープン
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、
覚
動
さ
ん
も
姉
と
共
に
修
業
す
る
こ

と
に
。
き
っ
か
け
は
、
や
は
り
あ
の
洗
練
さ
れ
た
仏
像

で
し
た
。「
姉
の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

あ
の
仏
像
を
見
た
と
き
に
、
自
身
の
仏
師
と
し
て
生
き

て
い
る
姿
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
、
精
密
機
械
を
作
る
父
の
会
社
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
…
。
父
を
説
得
す
る
の
に
と
て

も
苦
労
し
ま
し
た
よ
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
晏
雅
さ
ん
は
7
年
間
、
覚
動
さ
ん
は
5
年
間
、
仏
師

と
し
て
必
要
な
技
術
や
精
神
を
磨
き
、
平
成
15
年
に
地

元
行
田
で
、
工
房
「
仏
像
彫
刻
し
ゃ
か
り
き
堂
」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
「
第
1
回
白
石

姉
弟
展
」
も
開
催
。
驚
い
た
表
情
を
浮
か
べ
た
り
、
感

動
で
涙
を
流
し
た
り
す
る
来
場
者
の
姿
を
見
て
、
う
れ

し
い
の
と
同
時
に
「
自
分
た
ち
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
ん

だ
」
と
胸
が
熱
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
個
展
の
開
催

を
き
っ
か
け
に
、
寺
院
や
個
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
か

ら
、
仏
像
の
製
作
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
晏
雅

さ
ん
と
覚
動
さ
ん
。
二
人
は
「
依
頼
者
の
気
持
ち
を
く

み
取
り
、
自
然
に
手
を
合
わ
せ
て
も
ら
え
る
仏
像
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
作
品
づ
く
り
に
掛
け
る
思
い
を

語
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
に
は
「
仏
像
を
彫
る
楽
し
さ
を
広
め
て
い

き
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
「
仏
像
彫
刻
教
室
か
ん
の

ん
塾
」
を
開
講
し
、
現
在
で
は
、
約
60
人
が
学
ん
で
い

ま
す
。
晏
雅
さ
ん
は
「
キ
ラ
キ
ラ
し
た
表
情
で
彫
っ
て

い
る
生
徒
さ
ん
の
姿
を
見
る
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
二
人
に
目
標
を
尋
ね
る
と
「
永
く
大
切
に
残
し
た
く

な
る
心
に
響
く
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
二
人
は
、
い
に
し
え
よ
り
受
け
継
が

れ
た
伝
統
技
術
を
守
り
伝
え
つ
つ
、
木
に
新
た
な
命
を

吹
き
込
む
こ
と
で
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
仏
師
と
し
て

輝
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

伝
統
技
術
を
守
り
、

 

後
世
に
伝
え
る
仏
師
姉
弟

俳 

句

白
石 

晏は
る

雅が 

さ
ん
・
白
石 

覚か
く

動ど
う 

さ
ん
（
中
央
）

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　湯本 茂作
【事業内容】　内装工事一式請負業

湯本内装株式会社
すてきな空間を提供

めましてはじ ○ 5月1日㈭～30日㈮に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、6月3日㈫午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

横
須
賀 

茜あ
か
ね音 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
25
年
5
月
12
日
生
ま
れ

父
・
俊
介
さ
ん
　
母
・
結
和
さ
ん

「
奏
音
と
仲
良
く
元
気
よ
く
♡
」

柴
﨑  

百も

あ

な
杏
奈 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
25
年
5
月
14
日
生
ま
れ

父
・
悠
介
さ
ん
　
母
・
茉
季
さ
ん

「
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡
」

高
山
　
杏あ
ん 

ち
ゃ
ん （
馬
見
塚
）

平
成
25
年
5
月
28
日
生
ま
れ

父
・
穣
さ
ん
　
母
・
祥
子
さ
ん

「
た
く
さ
ん
食
べ
て

 

大
き
く
な
っ
て
ね
！
」

増
田
　
汰た
ろ
う郎 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
25
年
5
月
22
日
生
ま
れ

父
・
健
二
さ
ん
　
母
・
怜
子
さ
ん

「
ま
っ
す
ぐ

 

前
を
向
い
て
進
め
、
汰
郎
！
」

長
谷
川  

知ち

か香 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
25
年
5
月
2
日
生
ま
れ

父
・
真
司
さ
ん
　
母
・
佳
代
さ
ん

「
ス
マ
イ
ル
知
香
り
ん
♡
」

征
矢
　
力ち
か
ら ち

ゃ
ん （
渡
柳
）

平
成
25
年
5
月
14
日
生
ま
れ

父
・
洋
祐
さ
ん
　
母
・
幸
子
さ
ん

「
毎
日
家
の
中
を
探
検
中
！
」

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 

忍 

丸
山
　
連
子

引
鶴
の
一
声
高
く
雲
に
入
る

 

南
河
原 

若
林
　
水
翁

影
引
き
て
鯉
の
反
転
水
温
む

 

荒
木 

森
田
　
　
静

ふ
ん
わ
り
と
肩
に
ひ
と
ひ
ら
夕
桜

 

向
町 

小
沼
　
重
蔵

亡は

母は

踏
み
し
竹
に
重
ね
る
足
の
裏

 

荒
木 

藤
田
　
明
枝

脳
ト
レ
を
艶
歌
に
託
し
春
夕
べ

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

面
取
れ
ば
女
装
の
ダ
ン
サ
ー
花
舞
台

 

桜
町 

吉
岡
　
守
子

豆
ま
き
が
出
来
ま
し
た
よ
と
ハ
ガ
キ
書
く

 

城
南 

関
口
　
　
操

白
壁
に
小
さ
な
命
す
み
れ
草

 

渡
柳 

川
田
　
　
清

ぼ
ん
ぼ
り
や
川
面
に
浮
か
ぶ
花
筏

 

下
須
戸 

澤
田
　
　
郁

暖
か
や
健
や
か
便
り
岩
田
帯

 

城
西 

新
井
　
俊
彦

水
仙
の
香
り
た
だ
よ
ふ
夕
げ
か
な

 

長
野 

野
中
せ
き
子

父
の
日
の
ネ
ク
タ
イ
淡
き
草
木
染
め

 

門
井
町 

嶋
田
　
　
茂

骨
波
田
や
古
刹
の
藤
の
花
盛
り

 

荒
木 

蛭
間
し
げ
子

亡
き
夫
と
あ
う
ん
の
呼
吸
お
ぼ
ろ
月

 

城
西 

佐
藤
ヤ
ス
コ

咲
き
み
ち
て
桜
堤
の
名
を
得
た
る

 

向
町 

渡
月
　
　
峯

窓
開
く
春
は
園
児
の
声
が
跳
ね

 

長
野 

服
部
　
徹
也

容
赦
な
く
芽
吹
き
の
枝
に
吹
く
嵐

 

荒
木 

高
澤
よ
ね
子

廃
屋
に
影
を
重
ね
て
梅
の
花

 

持
田 

丸
山
　
麟
一

草
も
木
も
忙
し
く
な
る
四
月
か
な

 

清
水
町 

菅
谷
　
光
子

ふ
く
じ
ゅ
そ
う
谷
間
の
日
向
ひ
と
り
じ
め

 

（
三
沢
　
一
水
　 

監
修
）

★★★ 平成25年 5月生まれ のおともだち ★★★

平成25年7月生まれのお子さんを募集します
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▼
日
時
　

6
月
７
日
㈯
午
前
8
時
30
分

～
11
時
30
分　
▼
場
所
　
行
田
市
駅
北

口
広
場
付
近
の
忍
川　
▼
内
容
　
ア
ユ

の
稚
魚
放
流
、
カ
ヌ
ー
・
ボ
ー
ト
遊

び
、
忍
川
関
係
の
写
真
展
示
、
生
き
た

魚
つ
か
み
、
ミ
ニ
水
族
館　

▼
主
催
　

行
田
市
民
大
学
同
窓
会
「
水
辺
と
森
を

楽
し
く
す
る
会
」　
▼
後
援
　
行
田
市
、

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
、
行
田

さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
行
田
青

年
会
議
所　
▼
問
　
島
澤
☎
５
５
６
―

１
６
５
２

▼
日
時
　

5
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
4
時
（
18
日
は
午
後
3

時
ま
で
）
※
雨
天
決
行　
▼
集
合
場
所
　

足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

▼
内
容
　
市
内
中
心
部
に
あ
る
16
棟
の

足
袋
蔵
な
ど
で
、
作
品
展
示
・
販
売
、

演
奏
会
、
遊
び
体
験
な
ど
を
同
時
に
開

催
す
る
。
ま
た
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
や

人
力
車
も
登
場　
▼
参
加
費
　【
大
人
】

２
０
０
円
【
小
学
生
】
１
０
０
円
※
着

物
で
参
加
の
方
は
参
加
無
料
。
さ
ら
に

イ
ベ
ン
ト

忍
川
に
遊
ぼ
う
！
in
行
田

～
川
ガ
キ
！
集
ま
れ
!!
～

第
10
回
蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き

―
蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
４
―

▼
日
時
　

6
月
1
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー

ル　
▼
曲
目
　「
行
田
市
歌
」「
恋
の
バ

カ
ン
ス
」「
テ
キ
ー
ラ
」「
と
な
り
の

ト
ト
ロ
・
メ
ド
レ
ー
」
他　
▼
入
場
無

料
　
▼
主
催
　
行
田
吹
奏
楽
団　
▼
後

援
　
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼
問
　
長

島
☎
５
５
４
―
９
８
０
０

▼
日
時
　

6
月
8
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
3
時　
▼
場
所
　
さ
き
た
ま
古
墳
公

園
他　
▼
内
容
　
建
設
職
人
に
よ
る
地

域
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画
、
住
宅
無

料
相
談
、
耐
震
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
無
料
配

布
な
ど　
▼
主
催
　
埼
玉
土
建
一
般
労

働
組
合
行
田
羽
生
支
部　
▼
後
援
　
行

田
市
、
国
土
交
通
省
他　
▼
問
　
同
支

部
☎
５
５
３
―
２
３
２
１

▼
日
時
　

6
月
2
日
㈪
午
前
10
時
～
11

時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館

「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　
子
育
て

中
の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児
付
き
）　

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ

行
田
吹
奏
楽
団

第
1
回
定
期
演
奏
会

ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

相　
　
談

子
育
て
談
話
室
た
ん
ぽ
ぽ

「
Ｍｙ
足
袋
づ
く
り
体
験
」
1
千
円
割

引
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト　
▼
特
典
　
足
袋

と
く
ら
し
の
博
物
館
入
館
無
料
、
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
無
料
、
藍
染
め
体
験

割
引　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う

だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
▼
問
　
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
５
５
２
―
１
０
１
０

▼
日
時
　

5
月
11
日
㈰
午
前
9
時
※
雨

天
中
止　
▼
集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
行
田
駅

西
口　
▼
内
容
　
新
緑
の
中
、
郷
土
の

歴
史
と
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
す
る　
▼
参
加
無
料
　
▼
持

ち
物
　
お
持
ち
の
方
は
双
眼
鏡
（
７
～

8
倍
）　
▼
主
催
　
み
ど
り
の
ぎ
ょ
う

だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
▼
そ
の
他
　
汚
れ

て
も
い
い
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　
行
田
さ
く

ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎
５
６
４
―

３
０
０
０

▼
日
時
　

6
月
8
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル 

▼
曲
目
　「
吹
奏
楽
の
た
め
の
第
二
組

曲
」「
ア
ル
ヴ
ァ
マ
ー
序
曲
」「
リ
ト

ル
マ
ー
メ
イ
ド
メ
ド
レ
ー
」
他　
▼
入

場
無
料
　
▼
そ
の
他
　
団
員
募
集
中　

第
12
回
未
来
へ
残
し
た
い

　
行
田
の
自
然
八
景
ウ
ォ
ー
ク

～
荒
川
新
川
河
岸
を
歩
く

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

第
７
回
定
期
演
奏
会

保
護
者　
▼
定
員
　
30
人　
▼
参
加
費
　

１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生
委

員
・
児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　
行

田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　
同
協

議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　

5
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30
分

～
正
午　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民

館　
▼
対
象
　
真
剣
に
結
婚
を
考
え
て

い
る
方
ま
た
は
そ
の
家
族　

▼
そ
の

他
　
予
約
不
要　
▼
問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

行
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４
―

０
１
６
２

▼
日
時
　

6
月
15
日
㈰
午
前
9
時 

▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
種
目
　
団
体
戦
【
男
子
】
1
部
・
2

部
（
4
単
1
複
方
式
）
1
チ
ー
ム
4
人

【
女
子
】
1
部
・
2
部
（
2
単
1
複
方

式
）
1
チ
ー
ム
3
人
※
学
生
は
男
女
各

3
チ
ー
ム
ま
で　
▼
参
加
費
　

1
チ
ー

ム
2
千
円
（
学
生
は
1
千
５
０
０
円
）

※
連
盟
未
登
録
の
場
合
は
2
千
５
０
０

円　
▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方　
▼
申
　

5
月
28
日
㈬
午
後
7

時
ま
で
に
種
目
、
チ
ー
ム
名
、
メ
ン

結
婚
無
料
相
談
会

ス
ポ
ー
ツ

平
成
26
年
度
行
田
市
民

卓
球
大
会
春
季
団
体
戦

▼
問
　
行
田
市
民
吹
奏
楽
団
青
木
☎

０
８
０
―
９
２
６
５
―
７
８
９
１

▼
日
時
　

6
月
12
日
㈭
～
15
日
㈰
午
前

9
時
～
午
後
4
時
（
12
日
は
午
前
10
時

か
ら
） 

▼
場
所
　
佐
間
公
民
館　
▼
問
　

佐
間
写
真
ク
ラ
ブ
代
表
高
澤
☎
５
５
５

―
１
３
３
５

▼
日
時
　

6
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
午
前

9
時
～
午
後
4
時　

▼
場
所
　
長
野

公
民
館　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
な

が
の
写
友
会
代
表
田
沼
☎
５
５
５
―

３
１
１
５

▼
日
時
　

6
月
29
日
㈰
午
前
6
時
出
発　

▼
集
合
場
所
　
市
内
循
環
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
駐
車
場　
▼
行
程
　
車
山
～
蝶
々

深
山
～
八
島
ヶ
原
湿
原
～
沢
渡
（
バ
ス

利
用
）　
▼
歩
行
時
間
　
約
4
時
間
30

分　

▼
参
加
費
　

3
千
円
（
交
通
費

な
ど
）　

▼
定
員
　
50
人
（
先
着
順
） 

▼
服
装
　
長
ズ
ボ
ン
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、

帽
子
、
登
山
靴
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な

ど
歩
き
や
す
い
服
装　
▼
持
ち
物
　
弁

佐
間
写
真
ク
ラ
ブ

作
品
発
表
会

な
が
の
写
友
会

春
の
写
真
発
表
会

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
霧
ヶ
峰
（
長
野
県
）

バ
ー
名
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出
【
郵
送
】
〒
３
６
１
―

０
０
１
２ 

行
田
市
下
須
戸
１
３
９
５ 

行
田
市
民
卓
球
大
会
受
付
事
務
局
平
塚

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
９
―
２
５
８
１　
▼
問
　

平
塚
☎
５
５
９
―
３
７
１
４

▼
日
時
　

6
月
15
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
4
時　

▼
場
所
　
泉
小
学
校
体

育
館　

▼
内
容
　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
協
会
上
級
公
認
指
導
員
を
講
師
に
迎

え
、
安
全
で
健
康
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」
を
楽
し
む 

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
の
方　
▼
参
加

無
料
　
▼
持
ち
物
　
運
動
が
で
き
る
服

装
と
上
履
き
※
用
具
は
主
催
者
で
用

意　

▼
問
　
行
田
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

協
会
黒
田
☎
０
９
０
―
６
０
４
８
―

８
７
９
７

▼
日
時
　

5
月
12
日
～
26
日
の
毎
週
月

曜
日
（
全
3
回
）
午
後
7
時
～
8
時
30

分　
▼
場
所
　
県
立
行
田
進
修
館
高
等

学
校
格
技
場　
▼
対
象
　
小
学
1
年
生

以
上　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
運

動
し
や
す
い
服
装　
▼
主
催
　
行
田
誠

道
館
横
田
塾
（
行
田
市
空
手
道
連
盟
加

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
会

教
室
・
講
演
・
講
座

空
手
教
室

当
、
飲
み
物
、
雨
具
（
カ
ッ
パ
な
ど
）、

靴
下
、
下
着
な
ど　
▼
申
　
参
加
費
を

添
え
て
5
月
24
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～

11
時
に
中
央
公
民
館
創
作
室
（「
み
ら

い
」
内
）　
▼
問
　
行
田
山
の
会
河
田

☎
５
５
４
―
３
４
５
０

▼
日
時
　

5
月
18
日
㈰
午
前
11
時
～

正
午　

▼
場
所
　
割
烹
ふ
じ
み
（
藤

原
町
2
―
4
―
4
）　

▼
対
象
　【
男

性
】
40
歳
以
上
【
女
性
】
38
歳
以
上 

▼
参
加
費
　【
男
性
】
4
千
円
【
女
性
】

3
千
６
０
０
円
（
会
員
は
５
０
０
円
引

き
）　
▼
申
・
問
　
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
5
月
11
日
㈰

ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
事
務
局
☎
５
５
４
―
０
１
６
２

▼
日
時
　

5
月
25
日
㈰
、
6
月
22
日
㈰

午
前
11
時
15
分
～
午
後
0
時
15
分
、
午

後
2
時
15
分
～
3
時
15
分
（
2
回
公

演
）
※
雨
天
中
止　
▼
場
所
　
忍
城
址 

▼
出
演
　
潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
（
市
内
在

住
の
歌
手
）
と
ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン　
▼
観
覧
無
料
　
▼
主
催
　
㈲
ポ
ッ

プ
企
画　
▼
問
　
同
企
画
☎
５
５
４
―

０
７
８
９

五
月
晴
れ
シ
ニ
ア

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の

♪
震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ

入
団
体
）　
▼
そ
の
他
　

6
月
も
開
催

予
定　
▼
申
・
問
　
柿
沼
☎
０
９
０
―

４
９
２
１
―
５
５
２
５

▼
日
時
　

5
月
27
日
～
8
月
28
日
の
毎

週
火
・
木
曜
日
午
後
7
時
30
分
～
9

時
15
分　

▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容
　
生

き
た
英
会
話
を
楽
し
く
学
ぶ　

▼
定

員
　
15
人　

▼
受
講
料
　
月
額
1
千

円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）　

▼
申

・
問
　

5
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
新
井
☎
０
８
０
―

６
７
０
３
―
０
１
２
３
（
午
後
6
時

以
降
）【
Ｅ
メ
ー
ル
】m

eap.patch-
adam

s0608above@
ezw

eb.
ne.jp

▼
日
時
　

6
月
1
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　

▼
場
所
　
中
央
公

民
館
第
2
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）　

▼
内
容
　
行
田
市
環
境
課
職
員
に
よ
る

講
義
「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
」　
▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方　
▼
参
加
無
料
　
▼
定
員
　
50

人
（
先
着
順
・
要
申
し
込
み
）　
▼
主
催
　

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　
▼
申
・

問
　
中
村
☎
０
９
０
―
１
７
７
８
―

４
０
６
２

A
bove

英
会
話

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
17
回
公
開
学
習
会

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎556―6201

広告広告
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▼
日
時
　
6
月
7
日
〜
7
月
12
日
の
毎

週
土
曜
日
（
全
6
回
）
午
後
0
時
50
分

〜
2
時
20
分　
▼
場
所
　
立
正
大
学
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
キ
ュ
ー

ブ
1
階
Ａ
１
０
１
教
室　

▼
テ
ー
マ
　

少
子
高
齢
社
会
の
法
律
・
福
祉
・
環
境

※
法
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、
地
球

環
境
学
部
の
講
師
が
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
授
業
を
行
う　

▼
対
象
　
一
般
の

方　
▼
定
員
　
３
０
０
人　
▼
受
講
無

料
　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
他

▼
申
　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
5
月
24
日
㈯
ま
で
に
は

が
き
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。【
は
が
き
・
郵
送
】
〒
３
６
０
―

０
１
９
４ 

熊
谷
市
万
吉
１
７
０
０ 

立

正
大
学
法
学
部
事
務
室
公
開
講
座
係

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
３
６
―
２
５
２
２
【
Ｅ

メ
ー
ル
】k-koza@

ris.ac.jp　
▼
問
　

同
大
学
法
学
部
事
務
室
公
開
講
座
係
☎

５
３
６
―
６
０
０
０

▼
日
時
　
5
月
24
日
㈯
・
31
日
㈯
午
前

10
時
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
星
河
公

平
成
26
年
度
立
正
大
学

　
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

（
前
期
日
程
）

３
Ｂ
体
操

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
講
習
会

▼
日
時
　
6
月
7
日
〜
平
成
27
年
5
月
の

土
曜
日
（
月
2
回
）
午
前
9
時
〜
正
午　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
内

容
　
日
本
舞
踊
の
実
技
お
よ
び
邦
楽
器

の
体
験　
▼
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学

生
〜
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど
も

の
み
も
可
）
※
邦
楽
器
の
体
験
は
小
学

3
年
生
以
上　
▼
定
員
　
30
人
（
先
着

順
）　
▼
費
用
　
月
額
1
千
５
０
０
円

▼
申
　
5
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

に
直
接
忍
・
行
田
公
民
館　
▼
問
　
西

川
☎
５
５
６
―
３
２
４
５
ま
た
は
細
井

☎
０
９
０
―
３
９
１
０
―
７
２
２
２

▼
日
時
　
5
月
17
日
㈯
・
30
日
㈮
午

前
10
時
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　【
17

日
】
中
央
公
民
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室

（「
み
ら
い
」
内
）【
30
日
】
同
館
音
楽

室　
▼
内
容
　
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
ス

ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
健
康
体
操
を

行
う　
▼
対
象
　
成
人
女
性　
▼
定
員
　

15
人　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
運

動
の
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

上
履
き　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員

会　
▼
申
・
問
　
開
催
日
前
日
ま
で
に

黒
図
☎
０
９
０
―
６
０
０
２
―
７
８
１
３

伝
統
文
化
親
子
教
室

３
Ｂ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ

体
操
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

民
館　

▼
内
容
　
音
楽
に
合
わ
せ
て

手
具
を
使
用
し
た
健
康
体
操
を
行
う

▼
定
員
　
20
人　
▼
受
講
無
料
　
▼
持
ち

物
　
上
履
き　
▼
問
　
小
瀬
☎
０
９
０

―
４
１
２
０
―
７
７
７
４

▼
日
時
　
5
月
25
日
〜
8
月
3
日
の
毎

週
日
曜
日
（
全
11
回
）
午
前
10
時
〜
正
午　

▼
場
所
　
総
合
公
園
弓
道
場　
▼
対
象
　

市
内
在
住
・
在
勤
で
高
校
生
以
上
の
伝

統
武
道
を
学
び
た
い
方　
▼
定
員
　
10

初
心
者
弓
道
教
室

人　
▼
費
用
　
3
千
５
０
０
円　
▼
主

催
　
行
田
市
弓
道
連
盟　
▼
申
　
5
月

10
日
㈯
・
11
日
㈰
の
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
に
直
接
同
弓
道
場　

▼
問
　
同

連
盟
中
島
☎
０
９
０
―
１
６
０
２
―

４
９
３
９

▼
日
時
　
6
月
7
日
〜
7
月
5
日
の
毎

週
土
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
7
時
〜
8

時
15
分　
▼
場
所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　

▼
対
象
　
小

少
林
寺
拳
法
教
室

第
19
回
彩
夏
書
展

▼
日
時
　
5
月
7
日
㈬
〜
19
日
㈪
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入
場
は
午
後

4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休
室　
▼
場
所
　

産
業
文
化
会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容
　
行
田
市
書
道
人
連
盟
会
員
の

作
品
展　
▼
入
場
無
料
　

beachw
alkers. presents

M
ay J.  Tour2014

〜M
essage for Tom

orrow

〜

▼
日
時
　
8
月
3
日
㈰
午
後
5
時

開
演　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
入
場
料
　【
全
席
指
定
】

5
千
４
０
０
円
（
3
歳
以
上
有
料
。
2

歳
以
下
入
場
不
可
）　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取

学
生
以
上　

▼
費
用
　【
中
学
生
以

下
】
1
千
５
０
０
円
【
高
校
生
以
上
】

2
千
５
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
を
含

む
）　
▼
服
装
　
運
動
の
し
や
す
い
服

装　

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル　

▼
主
催
　

行
田
市
少
林
寺
拳
法
連
盟　
▼
申
　
5

月
24
日
㈯
・
31
日
㈯
午
後
6
時
〜
7
時

に
費
用
を
添
え
て
「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
ロ
ビ
ー　
▼
問
　
同
連
盟
島

田
☎
５
８
８
―
４
６
９
４
ま
た
は
☎

０
９
０
―
４
６
６
５
―
０
９
０
１

り
扱
い
　
6
月
1
日
㈰
午
前
9
時
か
ら

同
館
他
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
（
残

券
が
あ
る
場
合
は
翌
日
午
前
10
時
か
ら

電
話
受
け
付
け
可
）。
発
売
初
日
の
み

1
人
4
枚
ま
で
※
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
よ

り
発
売
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

び
売
店　
▼
業
務
内
容
　
古
代
蓮
会
館

受
付
案
内
業
務
ま
た
は
売
店
接
客
業
務　

▼
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
の
方
で
、
土・

日
曜
日
の
勤
務
が
可
能
な
方　
▼
募
集

人
数
　
若
干
名　
▼
時
給
　【
午
前
7

時
〜
9
時
】
９
０
０
円
【
午
前
9
時
以

降
】
７
９
０
円　
▼
選
考
方
法
　
書
類

審
査
の
上
、
面
接
を
実
施　
▼
申
　
5

月
25
日
㈰
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
古
代
蓮
会
館
へ
持
参

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

窓
口
受
付
・
施
設
管
理
ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
時
間
　【
月
〜
金
曜
日
】
午
後

5
時
30
分
〜
9
時
30
分
【
土
・
日
曜

日
、
祝
日
】
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

9
時
30
分
の
う
ち
、
4
〜
8
時
間
程

度
（
週
2
〜
3
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
）　
▼
勤
務
場
所
　
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ　
▼
業
務
内
容
　
各
種
申

請
受
け
付
け
お
よ
び
設
備
器
具
な
ど
の

管
理
業
務　
▼
応
募
資
格
　
18
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
で
、
土
・
日
曜
日
の
勤

務
が
可
能
な
方　
▼
募
集
人
数
　
若
干

名　
▼
時
給
　
８
２
０
円
（
試
用
期
間

の
2
カ
月
間
は
７
９
０
円
）　
▼
選
考

方
法
　
書
類
審
査
の
上
、
面
接
を
実
施

▼
申
　
5
月
18
日
㈰
ま
で
に
履
歴
書

 

（
写
真
貼
付
）
を
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
窓
口
へ
持
参

東
京
ユ
ニ
フ
ィ
ル
弦
楽
四
重
奏
団

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
5
月
16
日
㈮
午
後
6
時
30
分

開
演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
内
容
　
弦
楽
器
（
バ
イ
オ
リ

ン
・
ビ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
）
に
よ
る
世
界

の
民
謡
や
映
画
音
楽
を
中
心
に
心
に
残

る
音
楽
を
届
け
ま
す
。　
▼
出
演
　
東

京
ユ
ニ
フ
ィ
ル
弦
楽
四
重
奏
団　
▼
入

場
料
　【
全
席
指
定
】
1
千
円　
▼
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
同
館
窓
口
で
発
売

中

第
53
回
絵
画
展

▼
日
時
　
5
月
21
日
㈬
〜
6
月
22
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入
場

は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休
室

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
行
田
美
術
会
会
員

の
作
品
展　
▼
入
場
無
料
　

古
代
蓮
の
里（
蓮
の
開
花
期
間
）

ス
タ
ッ
フ
募
集

▼
勤
務
期
間
　
6
月
中
旬
〜
8
月
上
旬

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
（
イ
ベ
ン
ト

の
状
況
に
よ
り
延
長
あ
り
）　
▼
勤
務

時
間
　
午
前
7
時
か
ら
3
〜
4
時
間
程

度　
▼
勤
務
場
所
　
古
代
蓮
会
館
お
よ

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

クラブ名 日　時 場　所 内　　容 対　象 定　員 会　費 申し込み・問い合わせ
ウォーター
キッズ

毎週金曜日
の午後4時
～ 5時

市民プール ・ プールが苦
手な児童の
水慣れ

・ 基礎的な水
泳指導

・ 水中レクリ
エーション

小学１年
生以上の
児童

15人（応募者多
数の場合は申込
日に抽選）
※ 募集人数のう
ち、7人が6月
から、8人が7
月からの入会
となります。

月額
2,000円

5月23日㈮の午後4時30分に直接
市民プール2階会議室
※ 1人につき1人分の申し込みしか
できません(権利の譲渡不可)。
※ 時間に遅れた方は、抽選に参加で
きません。
市民プール☎555―2455（午前9時
～午後8時）※第2・4月曜日は休館

スイミングクラブ「ウォーターキッズ」会員

広告広告



　
埼
玉
古
墳
群
は
、
5
世
紀
後
半
の
稲
荷
山
古
墳
築

造
を
皮
切
り
に
、
日
本
一
の
規
模
を
誇
る
円
墳
で
あ

る
丸
墓
山
古
墳
、
武
蔵
国
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
墳

長
１
３
５
メ
ー
ト
ル
の
二
子
山
古
墳
と
、
大
き
な
古

墳
が
次
々
に
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
古
墳
を
築

い
た
権
力
者
は
、
武
蔵
国
随
一
の
力
を
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
6
世
紀
後
半
に
な
る
と
そ
の
優
位
性

が
揺
ら
ぎ
始
め
ま
す
。
6
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
将

軍
山
古
墳
と
鉄
砲
山
古
墳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
墳
長
90

メ
ー
ト
ル
、
１
１
２
メ
ー

ト
ル
の
大
型
前
方
後
円
墳

で
す
が
、
同
じ
こ
ろ
真
名

板
に
築
か
れ
た
真
名
板
高

山
古
墳
は
、
推
定
墳
長
約

１
２
７
メ
ー
ト
ル
の
前
方

後
円
墳
で
両
古
墳
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

真
名
板
高
山
古
墳
は
、

鉄
砲
山
古
墳
と
同
じ
大
仙

古
墳
型
の
規
格
を
持
つ
古

墳
で
す
。
出
土
し
た
埴は
に

輪わ

も
将
軍
山
古
墳
、
鉄
砲
山

古
墳
と
同
じ
鴻
巣
市
の
生お
い

出ね

塚づ
か

埴
輪
窯
の
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
埼
玉
古
墳

群
と
同
族
の
権
力
者
の
墓
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
真
名
板
高
山
古
墳
に
続
く

古
墳
が
周
辺
に
皆
無
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
埼
玉

古
墳
群
内
の
一
系
統
の
権
力
継
承
か
ら
、
同
族
連
合

に
よ
る
権
力
継
承
へ
と
変
化
し
た
と
す
る
考
え
も
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
古
墳
群
で
は
、
６
世
紀
末
ご
ろ
に
中
の
山
古

墳
が
築
造
さ
れ
ま
す
。
中
の
山
古
墳
は
墳
長
79
．2

メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
、
鉄
砲
山
古
墳
と
比
べ

て
明
確
に
規
模
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。
同
じ
こ
ろ
、

小
見
に
墳
長
１
０
２
メ
ー
ト
ル

の
小
見
真
観
寺
古
墳
が
築
造
さ

れ
て
お
り
、
埼
玉
古
墳
群
の
優

位
性
は
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
小
見
真
観
寺
古
墳
も

前
後
に
連
な
る
大
型
古
墳
が
な

い
こ
と
か
ら
、
強
大
な
権
力
を

一
代
限
り
握
っ
た
権
力
者
の
墓

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

権
力
者
が
同
族
連
合
の
頂
点
に

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
埼
玉
古
墳
群
を
築
い
た
一
族

に
代
わ
っ
て
権
力
を
握
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
謎
は
ま
だ
解
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

（
文
化
財
保
護
課　
中
島
洋
一
）

こぜに 行く!
with
フラべぇ

がちゃん

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課
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平
成
26
年
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月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
815

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。
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い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

14

行
田 

歴
史
系
譜
242

真名板高山古墳

埼
玉
古
墳
群
の
衰
退

　「ものづくり」のスペシャリストを育
いく

成
せい

する「ものつくり大
だい

学
がく

」。日
に

本
ほん

でもトップクラスの実
じっ

習
しゅう

施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

を有
ゆう

していて、
多
おお

くの実
じっ

習
しゅう

授
じゅ

業
ぎょう

があり、民
みん

間
かん

企
き

業
ぎょう

で活
かつ

躍
やく

した方
かた

が教
きょう

員
いん

を務
つと

める
など、社

しゃ

会
かい

で即
そく

戦
せん

力
りょく

となる実
じつ

力
りょく

が身
み

に付
つ

くまさに日
に

本
ほん

のものづ
くりを担

にな

う人
じん

材
ざい

を育
そだ

てる大
だい

学
がく

なんだ。
　在

ざい

学
がく

生
せい

は技
ぎ

能
のう

五
ご

輪
りん

全
ぜん

国
こく

大
たい

会
かい

で入
にゅう

賞
しょう

したり、全
ぜん

日
に

本
ほん

学
がく

生
せい

フォー
ミュラ大

たい

会
かい

（レーシング用
よう

自
じ

動
どう

車
しゃ

の大
たい

会
かい

）で好
こう

成
せい

績
せき

を挙
あ

げたりす
るなど、充

じゅう

実
じつ

したキャンパスライフを送
おく

っているよ。
　ここでお知

し

らせ。大
だい

学
がく

の学
がく

生
せい

食
しょく

堂
どう

と図
と

書
しょ

館
かん

は市
し

民
みん

の皆
みな

さん
も利

り

用
よう

できるんだって。家
か

族
ぞく

や友
とも

だちと気
き

軽
がる

に大
だい

学
がく

を訪
おとず

れてく
ださいね。

ものつくり大
だ い

学
が く

　4月6日、古代蓮の里周辺のコースを会場に第30回行田
市鉄剣マラソン大会が行われました。

　ハーフの部、10キロメートルの部など5部門に3,174人のランナーが出場
した他、女子マラソン元日本代表の増田明美さんがゲストランナーとして参
加しました。快晴の中、ランナーたちは古代蓮の里やさきたま古墳公園など
古代ロマンあふれるコースを軽快に駆け抜けていました。


